
平成28年度
当初予算の概要・主な事業

越ケ浜小児童の子どもガイド
（３月12日、笠山椿群生林）

4 1月 日

2016／平成28年

No.266

〒758-8555　萩市大字江向５１０番地
TEL 0838-25-3131（代） FAX 0838-26-5458
ホームページ  http://www.city.hagi.lg.jp/

編集・発行／萩市総務企画部広報課

報市

私たちも「ジオパーク」の魅力を学び、伝えていきます！



市報HAGI●2016（平成28）年４月１日号 2

　

主
要
地
方
道
萩
篠
生
線（
萩
津
和
野
線
）

は
、
如
意
ヶ
嶽
付
近
の
度
重
な
る
法
面
崩

壊
に
よ
り
、
道
路
利
用
者
の
安
全
・
安
心

の
確
保
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。本
線
は
、

生
活
に
密
接
し
た
道
路
、
ま
た
、
観
光
ル

ー
ト
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
一
日

も
早
い
抜
本
的
な
道
路
改
良
を
要
望
し
ま

す
。

明
治
維
新
１
５
０
年
に
向
け
て

　

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
は
、
萩
市
に

住
む
私
た
ち
に
も
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か

け
て
の
苦
難
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
っ

た
先
達
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
学
ぶ
機
会

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
萩
の
５

資
産
を
含
む
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」
は
、
日
本
の
近
代
化
を
「
産
業
」
と

い
う
視
点
か
ら
捉
え
た
物
語
で
す
。
こ
の

２
つ
の
物
語
は
、「
19
世
紀
末
の
世
界
史

の
奇
跡
」
と
い
わ
れ
る
日
本
の
近
代
化
の

礎
を
築
い
て
い
く
「
萩
物
語
」
で
す
。
苦

難
に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
未
来
を
切
り
拓

こ
う
と
し
た
若
き
群
像
の
熱
き
物
語
を
、

し
っ
か
り
と
学
び
、
誇
り
を
持
っ
て
伝
承

し
ま
す
。

　

明
治
維
新
１
５
０
年
に
向
け
、
先
人
た

ち
が
身
命
を
賭
し
て
成
し
遂
げ
て
き
た
維

新
に
至
る
激
動
の
時
の
流
れ
を
顧
み
、「
幕

末
・
維
新
の
萩
物
語
」
を
語
り
継
ぐ
機
会

と
な
る
よ
う
、
諸
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

東
部
地
域
の
復
旧
・
復
興

　

市
で
は
、
被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興
を

最
優
先
課
題
と
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の

生
活
が
一
日
で
も
早
く
再
建
で
き
る
よ

う
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
市
が
行
う
復
旧
工
事
は
ほ
ぼ
完
了

し
ま
す
が
、
国
道
１
９
１
号
の「
中
津
橋
」

や
須
佐
浦
漁
村
集
落
を
結
ぶ「
港
橋
」な
ど

11
の
橋
り
ょ
う
の
架
け
替
え
を
は
じ
め
、

県
管
理
河
川
の
須
佐
川
と
田
万
川
の
広
域

河
川
改
修
な
ど
は
事
業
が
継
続
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う

国
県
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
、
地
域
の
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

防
災
機
能
の
強
化

　

市
役
所
本
庁
と
各
総
合
事
務
所
を
結
ぶ

防
災
行
政
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
拠
点
を
消
防
庁
舎
に
構
築
し
、
平
成
35

年
度
を
目
途
に
各
地
域
の
ア
ナ
ロ
グ
防
災

無
線
機
器
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
職
員
に
よ
る
指
定
応
援
職
員

に
加
え
、
市
職
員
Ｏ
Ｂ
を
新
た
に
「
防
災

支
援
員
」
に
任
命
し
、
総
合
事
務
所
の
防

災
機
能
や
地
域
の
自
主
防
災
力
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

生
活
基
盤
の
充
実

の
皆
さ
ん
や
経
済
団
体
、
教
育
機
関
等
と

一
体
と
な
り
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を

目
指
し
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産
を
学
び
伝
え
る

　

萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
学

び
舎
で
、
萩
の
５
資
産
の
位
置
づ
け
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
な
ど
、
世
界

文
化
遺
産
の
理
解
増
進
に
努
め
、
幅
広
い

世
代
の
方
が
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

施
設
と
し
て
運
営
し
ま
す
。

高
速
道
路
網
の
整
備
促
進

　

山
陰
道
（
益
田
～
萩
間
）、
地
域
高
規

格
道
路
小
郡
萩
道
路
（
絵
堂
萩
道
路
）
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
一
日
も
早
い
東

西
・
南
北
自
動
車
道
の
整
備
に
向
け
て
要

望
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

萩
暮
ら
し
の
魅
力
を
全
国
に
伝
え
る

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
は
じ
め
、

移
住
相
談
体
制
や
空
き
家
を
活
用
し
た
支

援
策
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、
他
の
施
策
と

も
連
携
し
な
が
ら
萩
な
ら
で
は
の
Ｕ
Ｊ
Ｉ

タ
ー
ン
の
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

　

須
佐
地
域
に
続
い
て
田
万
川
地
域
で
、

市
外
在
住
者
を
対
象
と
し
た
子
育
て
世
帯

向
け
低
家
賃
住
宅
の
建
設
を
進
め
、
再
生

「（
仮
称
）
萩
・
明
倫
学
舎
」
と
「
萩
藩
校

明
倫
館
」
の
整
備
は
、
明
治
維
新
１
５
０

年
の
記
念
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
取
り

組
み
ま
す
。

　
「（
仮
称
）
萩
・
明
倫
学
舎
」
は
、
本
館

棟
と
第
２
棟
を
、
来
年
春
に
、
観
光
の
起

点
施
設
と
し
て
開
館
予
定
で
、
世
界
文
化

遺
産
の
紹
介
や
幕
末
歴
史
資
料
の
展
示
な

ど
を
行
い
ま
す
。
残
る
２
棟
は
引
き
続
き

修
復
整
備
を
行
い
、
昭
和
の
教
室
の
面
影

を
生
か
し
た
多
彩
な
利
活
用
を
検
討
し
ま

す
。

　
「
萩
藩
校
明
倫
館
」
の
復
元
に
つ
い
て

は
、整
備
が
完
了
し
て
い
る
南
門
に
続
き
、

藩
校
の
象
徴
で
あ
る
孔こ
う
し
び
ょ
う

子
廟
や
周
辺
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
て

　

４
月
に
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
へ
加
盟
申
請
を
行
い
、
夏
に
は
現
地

審
査
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
市
民

災
害
の
復
旧
・
復
興
と
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り

人
口
減
少
の
克
服
と
将
来
を

担
う
人
づ
く
り

学
ぶ
観
光
と
萩
物
語
の
継
承

針（抜粋）
萩市議会３月定例会初日（３月２日）に、野村市長が市政
運営の基本的な考え方や主要施策について表明しました。
（萩市議会３月定例会市長施政方針から）

工事中の旧明倫小学校
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萩
市
に
定
住
し
、
就
職
を
希
望
す
る
方

が
求
め
る
「
し
ご
と
」
の
情
報
と
、
萩
市

の
企
業
等
が
求
め
る
「
ひ
と
」
の
情
報
を

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
結
び
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
職
業
安
定
法
の
改
正
を
踏

ま
え
、
市
内
事
業
者
等
と
の
連
携
に
よ
り

情
報
登
録
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

　
健
康
長
寿
を
目
指
し
て

　

減
塩
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
ラ
ジ
オ

体
操
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
の
身
近
な
運

動
、
生
涯
学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
・
普
及

に
努
め
ま
す
。
８
月
に
は
、
中
央
公
園
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
放
送
「
夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ

体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
」
が
行
わ
れ
ま

す
。

地
域
と
共
に
支
え
合
う

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
実

現
す
る
た
め
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
活
用
な
ど
認
知
症
対
策
の
取
り

組
み
を
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に

よ
り
、
住
民
主
体
の
通
所
・
訪
問
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
図
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　

生
活
圏
域
ご
と
に
「
地
域
さ
さ
え
あ
い

協
議
体
」、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

の
「
地
域
さ
さ
え
あ
い
推
進
員
」
を
設
置

し
、
住
民
主
体
に
よ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
住
民
生
活
に
深
い

関
わ
り
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
的
に
提

供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
交
流
の

場
、
ま
た
、
団
体
等
の
活
動
拠
点
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
農
業
の
再
構
築

　

集
落
営
農
法
人
の
経
営
規
模
の
拡
大
等

に
よ
る
経
営
体
質
強
化
や
、
需
要
の
高
い

農
産
物
へ
の
生
産
誘
導
に
よ
り
、
所
得
の

増
大
と
新
規
雇
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

林
業
再
生
を
目
指
し
て

　

森
林
・
林
業
の
再
生
の
拠
点
と
し
て
、

乾
燥
設
備
と
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド（
貯
木
場
）

の
整
備
を
支
援
し
、
運
営
母
体
に
対
し
て

地
元
産
木
材
調
達
資
金
の
貸
し
付
け
を
行

い
ま
す
。

水
産
業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化

　

玉
江
地
区
に
続
き
、
江
崎
地
区
に
お
い

て
も
、「“
江
崎
の
浜
”
活
性
化
み
ら
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、
定
置
網
漁
業
が

再
開
さ
れ
ま
す
。
道
の
駅
「
ゆ
と
り
パ
ー

ク
た
ま
が
わ
」
内
に
地
魚
販
売
施
設
を
整

備
し
、
地
魚
の
販
路
拡
大
、
雇
用
の
創
出

等
に
取
り
組
み
ま
す
。

雇
用
の
創
出
と
地
場
産
業
の
振
興

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
環
境
の
充

実
　

結
婚
相
談
所
の
運
営
に
加
え
、
市
内
の

民
間
事
業
者
や
団
体
等
が
一
体
と
な
り
、

地
域
社
会
全
体
で
独
身
男
女
の
出
会
い
の

場
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

萩
市
は
、
保
育
料
が
県
内
で
も
極
め
て

低
い
設
定
に
加
え
、
同
時
入
所
２
子
目
以

降
の
保
育
料
無
料
化
な
ど
、
子
育
て
世
帯

等
の
経
済
的
支
援
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

新
た
に
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
育
児

に
必
要
な
備
品
の
購
入
を
支
援
し
ま
す
。

志
を
育
む
教
育
の
推
進

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
、
学
習
意
欲
と

基
礎
学
力
向
上
に
努
め
る
ほ
か
、
学
校
教

育
で
も
、
ふ
る
さ
と
萩
へ
の
誇
り
と
、
志

を
育
み
、
学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。

　

市
内
等
の
高
校
へ
の
通
学
費
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
離
島
や
遠
隔
地

の
通
学
困
難
な
高
校
生
を
対
象
と
し
た
女

子
寮
を
整
備
し
ま
す
。

民
間
活
力
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進

　

須
佐
地
域
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

一
部
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
須
佐
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
ネ
ッ
ト
」
に
委
託
し
、
協
働
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

総
合
事
務
所
な
ど
の
公
共
施
設
の
空
き

ス
の
提
供
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
移
転
整
備
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
４
月
の
供
用
開
始
に

向
け
、
本
格
実
施
し
ま
す
。

地
域
医
療
体
制
の
堅
持

　

在
宅
当
番
医
制
等
と
併
せ
た
一
次
救
急

と
病
院
群
輪
番
制
に
よ
る
二
次
救
急
体
制

を
堅
持
し
、
離
島
に
お
け
る
救
急
患
者
の

搬
送
体
制
や
搬
送
費
用
の
助
成
な
ど
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
田
万
川
地
域
の
医
療
提
供
体
制

を
一
日
も
早
く
回
復
さ
せ
る
た
め
、
本
年

10
月
に
田
万
川
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
診
療

所
を
設
置
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
医
師
な
ど
医
療
従
事
者
の
確

保
と
と
も
に
、
医
療
機
器
等
の
整
備
を
行

い
、医
療
提
供
体
制
の
堅
持
に
努
め
ま
す
。

明
日
を
拓
く
人
材
の
確
保
と

産
業
の
振
興

超
高
齢
社
会
に
対
応
し
た

ま
ち
づ
く
り

診療所が設置される田万川保健センター

平成28年度 施政方
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平成28年度 当初予算の概要
◎
一
般
会
計
の
予
算
規
模

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額

は
、
３
０
９
億
２
６
０
０
万
円
で
す
。
前

年
度
に
比
べ
て
７
億
２
８
０
０
万
円
減
額

（
△
2.3
％
）
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
小

中
学
校
施
設
耐
震
補
強
事
業
の
完
了
や
萩

市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
復
旧
事
業
の
減
少

が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
普
通
交
付
税
の
減
少
に
備
え
、

合
併
以
降
、
定
員
適
正
化
や
公
債
費
の
抑

制
に
努
め
て
き
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に

比
べ
て
義
務
的
経
費
が
５
億
６
７
９
６
万

円
減
額
す
る
な
ど
、
歳
出
構
造
の
質
が
改

善
し
た
こ
と
も
減
少
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◎
一
般
会
計
の
予
算
概
要

　

平
成
28
年
度
は
、
平
成
27
年
の
秋
に
策

定
し
た
萩
市
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
萩
の

創
生
の
た
め
、
大
河
ド
ラ
マ
や
世
界
文
化

遺
産
登
録
に
よ
り
増
加
し
た
観
光
需
要
を

引
き
続
き
生
か
し
、
超
高
齢
社
会
な
ど
多

く
の
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
予
算
と
し

て
、
市
勢
発
展
の
た
め
の
各
種
施
策
を
展

開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
は
、「
明
治
維
新

１
５
０
年
」
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

「
維
新
胎
動
の
地
」
と
し
て
「
幕
末
・
維

新
の
萩
物
語
」を
次
代
に
語
り
継
ぐ
た
め
、

明
治
維
新
１
５
０
年
に
向
け
て
の
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
機
運
を
高
め

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
当
初
予
算
に
、
地
方
創
生
加

速
化
交
付
金
を
活
用
し
た
平
成
27
年
度
第

４
号
補
正
予
算
と
東
部
地
域
の
医
療
提
供

体
制
の
充
実
を
図
る
平
成
28
年
度
第
１
号

補
正
予
算
を
合
わ
せ
て
、
萩
市
の
持
続
可

能
な
基
盤
づ
く
り
に
着
実
に
対
応
す
る
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
一
般
会
計
歳
入
の
概
要

○
市
税　

一
部
企
業
で
業
績
の
回
復
が
見

ら
れ
る
一
方
で
景
気
の
先
行
き
が
不
透
明

な
こ
と
や
人
口
減
少
の
影
響
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
決
算
額
を
考
慮
し
、
前
年
度
に
比

べ
て
３
０
１
５
万
円
（
0.6
％
）
増
額
を
見

込
み
、
50
億
９
９
３
３
万
円
と
し
て
い
ま

す
。

○
地
方
消
費
税
交
付
金　

平
成
26
年
４
月

か
ら
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
影
響
が

平
年
化
す
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ

て
１
億
４
０
８
０
万
円
（
19
・
９
％
）
増

額
を
見
込
み
、
８
億
５
０
０
０
万
円
と
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
引
上
げ
分
の
地
方
消

費
税
交
付
金
は
３
億
５
０
０
０
万
円
を
見

込
み
、
障
が
い
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、

児
童
福
祉
、
生
活
保
護
、
介
護
、
医
療
、

保
健
衛
生
等
の
社
会
保
障
に
要
す
る
経
費

区分 平成28年度
当初予算額

平成27年度
当初予算額 増減額 増減率

一般会計 309億2,600万円 316億5,400万円 △7億2,800万円 △2.3％

特別会計 204億400万円 202億8,110万円 1億2,290万円 0.6%

企業会計 48億7,581万円 45億3,255万円 3億4,326万円 7.6%

合計 562億581万円 564億6,765万円 △2億6,184万円 △0.5％

■平成28年度の予算の規模

■一般会計歳入の状況 平成27年度
当初予算との比較

区分 平成28年度
当初予算額 構成比 増減額 増減率

自
主
財
源

市税 50億9,933万円 16.5% 3,015万円 0.6%

繰入金 19億490万円 6.2% 8億2,582万円 76.5%

諸収入ほか 16億1,975万円 5.2% 7,584万円 4.9%

小　計 86億2,398万円 27.9% 9億3,181万円 12.1%

依
存
財
源

地方譲与税ほか 12億2,910万円 3.9% 1億4,760万円 13.6%

地方交付税 128億4,000万円 41.5% △4億6,000万円 △3.5%

国・県支出金 50億3,122万円 16.3% △7億7,421万円 △13.3%

市債 32億170万円 10.4% △5億7,320万円 △15.2%

小　計 223億202万円 72.1% △16億5,981万円 △6.9%

歳入合計 309億2,600万円 100.0% △7億2,800万円 △2.3%
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に
充
て
ら
れ
ま
す
。

○
地
方
交
付
税　

地
方
交
付
税
の
う
ち
普

通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
合
併
算
定
特
例

期
間
の
終
了
に
よ
る
漸
減
の
２
年
目
を
迎

え
る
こ
と
、
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
実
施

さ
れ
た
国
勢
調
査
人
口
の
減
少
等
に
伴
う

減
収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度

に
比
べ
て
５
億
６
０
０
０
万
円（
△
4.7
％
）

減
額
を
見
込
み
、
特
別
交
付
税
と
合
わ
せ

て
１
２
８
億
４
０
０
０
万
円
と
し
て
い
ま

す
。

○
国
庫
支
出
金　

小
中
学
校
施
設
耐
震

補
強
事
業
や
萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災

害
復
旧
事
業
が
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、

前
年
度
に
比
べ
て
６
億
５
２
７
１
万

円
（
△
19
・
０
％
）
減
額
を
見
込
み
、

27
億
８
４
５
９
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
繰
入
金　

財
源
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
10
億
３
７
６
８

万
円
を
繰
り
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
職
員

退
職
手
当
基
金
に
つ
い
て
は
、
職
員

の
定
年
退
職
者
数
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ

る
こ
と
か
ら
、
繰
入
基
準
を
見
直
し
、

１
億
６
０
２
７
万
円
を
繰
り
入
れ
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
合
併
特
例
基
金
を
市

の
一
体
感
の
醸
成
お
よ
び
地
域
の
振
興

と
い
っ
た
基
金
の
目
的
に
沿
っ
て
、
旧

萩
藩
校
明
倫
館
跡
地
（
旧
明
倫
小
学
校
）

保
存
整
備
事
業
や
各
地
域
の
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
活
用
す
る

た
め
、
４
億
１
８
８
９
万
円
を
繰
り
入

れ
る
な
ど
、
繰
入
金
全
体
と
し
て
は
、

８
億
２
５
８
２
万
円
（
76
・
５
％
）
増
額

し
、
19
億
４
９
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
市
債　

小
中
学
校
施
設
耐
震
補
強
事

業
、
通
信
指
令
施
設
整
備
事
業
の
完

了
や
、
萩
市
東
部
集
中
豪
雨
災
害
復
旧

事
業
に
対
す
る
市
債
の
借
入
予
定
が
な

い
こ
と
等
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て

５
億
７
３
２
０
万
円
（
△
15
・
２
％
）
減

額
を
見
込
み
、
32
億
１
７
０
万
円
と
し
て

い
ま
す
。

◎
一
般
会
計
歳
出
の
概
要

【
歳
出
（
性
質
別
）
の
状
況
】

○
人
件
費　

標
準
報
酬
制
度
へ
の
移
行
に

よ
る
共
済
組
合
負
担
金
の
増
加
要
因
は
あ

る
も
の
の
、
定
員
適
正
化
に
よ
る
職
員

数
と
職
員
人
件
費
の
削
減
、
退
職
手
当

の
減
少
等
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て

２
億
９
３
２
８
万
円
（
△
4.8
％
）
減
額
し
、

58
億
１
７
１
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
扶
助
費　

生
活
保
護
対
象
者
の
減
少
に

伴
い
生
活
保
護
費
の
減
少
を
見
込
ん
で
い

ま
す
が
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
給
付

事
業
費
の
伸
び
等
に
よ
り
、
前
年
度
と
ほ

ぼ
同
額
程
度
の
46
億
９
５
３
１
万
円
と
し

て
い
ま
す
。

○
公
債
費　

普
通
交
付
税
の
減
少
に
備

え
、
市
債
の
返
済
期
間
や
支
払
い
の
据
置

期
間
の
調
整
等
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
前

年
度
と
比
べ
て
２
億
７
６
０
３
万
円
（
△

6.5
％
）
減
額
し
、
39
億
５
８
２
８
万
円
と

し
て
い
ま
す
。

○
投
資
的
経
費　

世
界
文
化
遺
産
や
明
治

維
新
１
５
０
年
に
向
け
た
事
業
費
は
増
加

し
ま
す
が
、
小
中
学
校
施
設
耐
震
補
強
関

連
事
業
費
や
萩
市
東
部
集
中
豪
雨
に
伴
う

災
害
復
旧
費
の
予
算
額
の
減
少
に
伴
い
、

投
資
的
経
費
全
体
と
し
て
は
、
前
年
度

に
比
べ
て
７
億
９
２
７
３
万
円
（
△
15
・

３
％
）
減
額
し
、
43
億
８
４
７
９
万
円
と

し
て
い
ま
す
。

○
繰
出
金　

簡
易
水
道
事
業
に
お
い
て
、

上
水
道
事
業
と
の
統
合
に
向
け
た
事
業
費

が
減
少
し
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
（
事

業
勘
定
）
事
業
に
お
い
て
、
法
改
正
に
よ

る
低
所
得
者
へ
の
保
険
料
軽
減
の
拡
充
に

伴
う
繰
出
金
が
増
加
す
る
た
め
、
繰
出
金

全
体
と
し
て
は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
程

度
の
45
億
３
８
９
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

一般会計は３０９億２,６００万円

■一般会計歳出（性質別）の状況 平成27年度
当初予算との比較

区分 平成28年度
当初予算額 構成比 増減額 増減率

義
務
的
経
費

人件費 58億171万円 18.7% △2億9,328万円 △4.8%
扶助費 46億9,531万円 15.2% 135万円 0.0%
公債費 39億5,828万円 12.8% △2億7,603万円 △6.5%

小　計 144億5,530万円 46.7% △5億6,796万円 △3.8%

投
資
的
経
費

普通建設事業費 40億5,707万円 13.1% △5億609万円 △11.1%
災害復旧事業費 2,109万円 0.1% △3億1,665万円 △93.8%
受託事業費 800万円 0.0% 800万円 皆増
県営事業負担金 2億9,863万円 1.0% 2,201万円 8.0%

小　計 43億8,479万円 14.2% △7億9,273万円 △15.3%

そ
の
他

物件費 42億7,062万円 13.8% 7億4,168万円 21.0%
補助費等 25億677万円 8.1% △2億3,141万円 △8.5%
繰出金 45億389万円 14.6% 740万円 0.2%
積立金ほか 8億463万円 2.6% 1億1,502万円 16.7%

小　計 120億8,591万円 39.1% 6億3,269万円 5.5%

歳出合計 309億2,600万円 100.0% △7億2,800万円 △2.3%
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【
歳
出
（
目
的
別
）
の
状
況
】

○
総
務
費　

総
務
、
徴
税
、
戸
籍
住
民
基

本
台
帳
、選
挙
、統
計
調
査
、監
査
の
ほ
か
、

世
界
文
化
遺
産
保
全
推
進
や
旧
萩
藩
校
明

倫
館
跡
地
（
旧
明
倫
小
学
校
）
保
存
整
備
、

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
な
ど
の
事
業
に
要
す
る

経
費
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
６
億
３
９
６

万
円
（
13
・
８
％
）
増
額
し
、
49
億
８
１

８
２
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
民
生
費　

社
会
福
祉
、
障
が
い
者
福

祉
、
高
齢
者
福
祉
、
児
童
福
祉
、
生
活
保

護
、
災
害
救
助
の
ほ
か
、
臨
時
給
付
金
や

新
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
な
ど
の
事
業

に
要
す
る
経
費
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

１
億
３
４
６
３
万
円
（
1.5
％
）
増
額
し
、

90
億
２
６
３
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
衛
生
費　

保
健
衛
生
、
清
掃
、
水
道

や
病
院
事
業
会
計
等
へ
の
負
担
金
（
繰

出
金
）、
旧
清
掃
工
場
解
体
な
ど
の
事
業

に
要
す
る
経
費
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

２
億
５
３
３
９
万
円
（
9.6
％
）
増
額
し
、

28
億
９
４
２
５
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
農
林
水
産
業
費　

農
業
、
林
業
、
水
産

業
の
振
興
、
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
億
１
０
２
２
万

円
（
5.1
％
）
増
額
し
、
22
億
７
９
０
９
万

円
と
し
て
い
ま
す
。

○
商
工
費　

商
工
業
振
興
、
観
光
振
興
の

ほ
か
離
島
航
路
、
路
線
バ
ス
の
維
持
な
ど

の
事
業
に
要
す
る
経
費
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
１
億
７
９
７
８
万
円
（
△
13
・
１
％
）

減
額
し
、
11
億
９
６
４
４
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

○
土
木
費　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、

港
湾
、
都
市
計
画
、
住
宅
の
ほ
か
、
公
園

の
維
持
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
３
億
１
５
９
５
万

円
（
17
・
８
％
）
増
額
し
、
20
億
８
９
４

３
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
消
防
費　

消
防
署
、
消
防
団
の
運
営
、

水
防
、
災
害
対
策
の
ほ
か
新
防
災
行
政
無

線
整
備
な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
１
億
７
８
６
８
万
円

（
△
13
・
０
％
）
減
額
し
、
11
億
９
９
５

３
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
教
育
費　

小
中
学
校
、
社
会
教
育
、

保
健
体
育
の
ほ
か
文
化
財
保
護
、
博
物

館
・
図
書
館
の
運
営
な
ど
の
事
業
に

要
す
る
経
費
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

11
億
８
３
５
７
万
円
（
△
28
・
４
％
）
減

額
し
、
29
億
９
０
３
４
万
円
と
し
て
い
ま

す
。

○
災
害
復
旧
費　

農
林
水
産
施
設
、
土
木

施
設
、
そ
の
他
工
業
団
地
の
災
害
復
旧
事

業
に
要
す
る
経
費
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

３
億
４
５
９
万
円
（
△
93
・
６
％
）
減
額

し
、
２
１
０
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
公
債
費　

市
債
（
市
の
長
期
借
入
金
）

や
一
時
借
入
金
の
返
済
に
要
す
る
経
費

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
億
７
６
０
３
万

円
（
△
6.5
％
）
減
額
し
、
39
億
５
８
２
８

万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
議
会
費
ほ
か　

議
会
運
営
、
勤
労
福
祉

な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
２
３
５
０
万
円
（
△
7.0
％
）
減

額
し
、
３
億
１
３
１
９
万
円
と
し
て
い
ま

す
。

◎
特
別
会
計
の
概
要

　

萩
市
の
15
特
別
会
計
を
合
計
し
た

予
算
規
模
は
、
前
年
度
に
比
べ
て

１
億
２
２
９
０
万
円
（
0.6
％
）
増
額
し
、

２
０
４
億
４
０
０
万
円
を
予
算
計
上
し
て

い
ま
す
。

【
各
特
別
会
計
の
主
な
増
減
要
因
】

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計　

平
成
28
年

４
月
か
ら
実
施
す
る
総
合
事
業
（
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）
に
お
い

て
、
住
民
主
体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
団
体
へ
の
支
援
や
必
要
な
環
境
整
備

等
を
行
う
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
て

１
億
１
６
７
０
万
円
（
1.8
％
）
増
額
し
、

66
億
５
９
１
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計　

田
万
川
・

む
つ
み
・
須
佐
地
域
内
で
国
、
県
が
行
う

河
川
改
修
事
業
等
に
よ
る
橋
り
ょ
う
の
架

■一般会計歳出（目的別）の状況 平成27年度
当初予算との比較

区分 平成28年度
当初予算額 構成比 増減額 増減率

総務費 49億8,182万円 16.1% 6億396万円 13.8%

民生費 90億263万円 29.1% 1億3,463万円 1.5%

衛生費 28億9,425万円 9.3% 2億5,339万円 9.6%

農林水産業費 22億7,909万円 7.4% 1億1,022万円 5.1%

商工費 11億9,644万円 3.9% △1億7,978万円 △13.1%

土木費 20億8,943万円 6.7% 3億1,595万円 17.8%

消防費 11億9,953万円 3.9% △1億7,868万円 △13.0%

教育費 29億9,034万円 9.6% △11億8,357万円 △28.4%

災害復旧費 2,100万円 0.1% △3億459万円 △93.6%

公債費 39億5,828万円 12.8% △2億7,603万円 △6.5%

議会費ほか 3億1,319万円 1.1% △2,350万円 △7.0%

歳出合計 309億2,600万円 100.0% △7億2,800万円 △2.3%

平成28年度 当初予算の概要
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区　分 平成28年度
当初予算額

対前年度
増減率

特別会計 204億400万円 0.6％

土地取得事業特別会計 250万円 13.6%
国民健康保険事業（事業勘定）特別会計 82億5,030万円 △1.3%
国民健康保険事業（直診勘定）特別会計 7億4,700万円 △6.8%
休日急患診療事業特別会計 9,940万円 △7.0%
後期高齢者医療事業特別会計 8億8,680万円 △1.2%
介護保険事業特別会計 66億5,910万円 1.8%
簡易水道事業特別会計 9億710万円 46.0%
公共下水道事業特別会計 15億2,970万円 3.3%
特定環境保全公共下水道事業特別会計 8,530万円 37.4%
農業集落排水事業特別会計 6億1,770万円 10.8%
漁業集落排水事業特別会計 5億5,660万円 △29.4%
林業集落排水事業特別会計 200万円 増減なし
特定地域生活排水事業特別会計 4,300万円 2.6%
個別排水事業特別会計 950万円 1.1%
駐車場事業特別会計 800万円 増減なし

■特別会計の状況
け
替
え
等
に
伴
う
配
水
管
の
移
設
、
須
佐

地
域
の
須
佐
簡
易
水
道
の
給
水
区
域
拡
張

を
図
る
た
め
の
実
施
設
計
業
務
お
よ
び
福

栄
地
域
の
福
川
簡
易
水
道
の
安
定
給
水
を

確
保
す
る
た
め
紫
福
浄
水
場
の
改
良
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ

て
２
億
８
５
７
０
万
円
（
46
・
０
％
）
増

額
し
、９
億
７
１
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計　

雨
に
よ

る
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
堀
内
雨

水
ポ
ン
プ
場
の
整
備
に
伴
う
用
地
の
購
入

や
認
可
区
域
内
の
早
期
整
備
を
目
指
し
て

椿
東
お
よ
び
椿
（
北
側
）
地
区
の
汚
水
管

き
ょ
の
実
施
設
計
を
行
う
こ
と
か
ら
、
前

年
度
に
比
べ
て
４
８
８
０
万
円
（
3.3
％
）

増
額
し
、
15
億
２
９
７
０
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

○
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

大
井
浦
地
区
漁
業
集
落
排
水
処
理

場
建
設
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、

２
億
３
２
０
０
万
円
（
△
29
・
４
％
）
減

額
し
、
５
億
５
６
６
０
万
円
と
し
て
い
ま

す
。

【
地
方
創
生
関
連
事
業
】

○
世
界
文
化
遺
産
保
全
推
進
事
業
（
新

規
）　　
　
　
　
　
　
　

 

５
０
８
万
円

　

世
界
文
化
遺
産
の
歴
史
的
背
景
や
世

界
遺
産
価
値
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め

周
知
し
て
い
く
た
め
、
統
一
の
デ
ザ
イ

ン
に
よ
る
説
明
板
等
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
利
用
で

き
る
ガ
イ
ド
ア
プ
リ
の
開
発
等
を
行
う

世
界
遺
産
協
議
会
に
対
し
て
必
要
な
経

費
を
負
担
し
ま
す
。

○
総
合
事
務
所
活
用
事
業
（
新
規
）

　
５
８
１
万
円

　

川
上
総
合
事
務
所
、
田
万
川
総
合
事

務
所
内
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
所

を
置
き
、
行
政
と
連
携
し
た
福
祉
の
向

上
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
む
つ
み
総

合
事
務
所
内
に
農
業
協
同
組
合
の
事
務

所
と
購
買
店
舗
を
移
転
す
る
こ
と
で
地

域
住
民
の
利
便
性
の
確
保
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
須
佐
総
合
事
務
所
内
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
須
佐
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
の
活
動
拠
点
を
設
置
し
ま
す
。

○
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
と
大
地
と
海
の

恵
み
活
用
推
進
事
業
（
新
規
）

　
３
８
０
６
万
円

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て
、

市
民
や
経
済
団
体
、
教
育
機
関
等
と
一

体
と
な
っ
て
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
萩
の
大
地
の
恵
み

で
あ
る
肥
沃
な
土
壌
と
天
然
の
好
漁
場

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
高
品
質
な
産
物
を

活
用
し
た
付
加
価
値
の
高
い
「
食
」
の

研
究
開
発
や
施
設
整
備
へ
の
支
援
な

ど
、
地
域
住
民
の
活
力
と
萩
の
資
源
を

活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
必
要
な
経
費

の
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

○
萩
・
ひ
と
・
し
ご
と
マ
ッ
チ
ン
グ
推

進
事
業
（
新
規
）　　

 

１
３
０
０
万
円

　

萩
市
の
企
業
等
が
求
め
る
「
ひ
と
」

の
情
報
と
萩
市
で
の
就
職
を
希
望
す
る

方
が
求
め
る
「
し
ご
と
」
の
情
報
等
を

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
結
び
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
求
職
求
人
情
報
等
の
登
録

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
官

民
協
働
に
よ
る
「（
仮
称
）
萩
・
ひ
と
・

し
ご
と
マ
ッ
チ
ン
グ
協
議
会
」
を
設
置

し
て
、
求
職
求
人
情
報
の
共
有
を
図
る

と
と
も
に
就
職
相
談
会
等
を
開
催
し
ま

す
。

平
成
27
年
度

第
４
号
補
正
主
な
事
業
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○
移
住
促
進
対
策
事
業
（
拡
充
）

１
３
３
１
万
円

　

移
住
支
援
員
、
地
域
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー

を
配
置
し
、
移
住
相
談
を
行
う
と
と
も

に
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
登
録
物
件
の
改

修
費
等
を
補
助
し
ま
す
。
平
成
28
年
度
か

ら
家
財
道
具
処
分
費
も
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
。

○
大
井
公
民
館
整
備
事
業
（
新
規
）

８
０
４
万
円

　

旧
大
井
小
学
校
を
改
修
し
、
大
井
公
民

館
と
大
井
出
張
所
を
移
転
す
る
た
め
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

○
須
佐
地
区
公
民
館
活
動
推
進
事
業
（
新

規
）　　
　
　
　
　
　
　

 　
６
９
１
万
円

　

市
内
の
公
民
館
で
初
め
て
公
民
館
活
動

の
一
部
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
、
元
気

な
高
齢
者
を
支
援
す
る「
生
き
活
き
教
室
」

や
生
涯
学
習
と
高
齢
者
福
祉
を
連
携
し
た

事
業
な
ど
の
協
働
運
営
を
開
始
し
ま
す
。

○
高
校
生
寮
整
備
事
業１

億
５
５
２
８
万
円

　

離
島
、
遠
隔
地
等
の
通
学
困
難
な
高
校

生
を
対
象
と
し
た
女
子
寮
を
整
備
し
、
女

子
生
徒
が
安
心
し
て
地
元
の
高
等
学
校
へ

進
学
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

○
東
部
地
域
定
住
促
進
住
宅
建
設
事
業

１
億
１
０
１
３
万
円

　

東
部
地
域
の
復
興
お
よ
び
人
口
減
少
対

策
と
し
て
、
須
佐
地
域
に
引
き
続
き
田
万

川
地
域
に
市
外
在
住
者
を
対
象
と
し
た
子

育
て
世
帯
向
け
の
低
家
賃
住
宅
４
戸
を
整

備
し
ま
す
。

○
萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

学ま
な
び
ー
や
び
舎
運
営
事
業　
　
　
５
９
３
４
万
円

　

旧
明
倫
小
学
校
体
育
館
を
活
用
し
、「
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
を
構
成
す
る

23
資
産
の
う
ち
萩
市
内
に
あ
る
の
５
資
産

の
位
置
付
け
や
、
松
下
村
塾
が
日
本
の
工

業
化
に
果
た
し
た
役
割
等
を
発
信
す
る
た

め
、
萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

学
び
舎
を
運
営
し
ま
す
。

○
直
行
バ
ス
（
萩
～
新
山
口
駅
間
）
運
行

補
助
事
業　
　
　
　
　
　
１
５
０
０
万
円

　

観
光
客
等
の
利
便
性
の
向
上
と
観
光
誘

客
を
図
る
た
め
、Ｊ
Ｒ
新
山
口
駅
か
ら
萩
・

明
倫
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
、

中
国
自
動
車
道
や
小
郡
萩
道
路
を
経
由
し

た
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
の
運
行
事
業
を
支
援

し
ま
す
。

○
萩
反
射
炉
周
辺
整
備
事
業
（
新
規
）

　
４
１
９
３
万
円

　

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
萩
反
射

炉
を
訪
れ
る
観
光
客
等
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
萩
反
射
炉
駐
車
場
内
に
公

衆
ト
イ
レ
等
を
整
備
し
ま
す
。

○
大お
お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
周
辺
整
備
事

業
（
新
規
）　　
　
　
　

 

３
３
７
２
万
円

　

国
指
定
史
跡
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡

の
価
値
等
を
説
明
す
る
た
め
、
展
示
休
憩

所
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
観
光
客
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
駐
車
場
を
整

備
し
ま
す
。

○
世
界
文
化
遺
産
修
復
・
整
備
活
用
計
画

策
定
事
業
（
新
規
）　　

 

１
９
１
３
万
円

　

萩
市
が
保
全
管
理
の
主
体
と
な
っ
て
い

る
萩
反
射
炉
、
恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、

萩
の
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み

世
界
文
化
遺
産
の
保
存
整
備
・

活
用
へ
の
取
り
組
み

当初予算 主な事業平成28年度

大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
、
萩
城
下
町
に

つ
い
て
の
「
修
復
・
整
備
活
用
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

○
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事
業

　
５
０
０
万
円

　

平
成
30
年
に
「
明
治
維
新
１
５
０
年
」

の
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
近
代

日
本
の
扉
を
開
い
た
先
達
の
歴
史
を
ひ
も

と
き
、「
明
治
維
新
胎
動
の
地
」と
し
て「
幕

末
・
維
新
の
萩
物
語
」
を
語
り
広
め
、
次

の
世
代
に
語
り
継
ぐ
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
萩
の
語
り
部
歴
史
講
座
な
ど
様
々
な

記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

○
旧
萩
藩
校
明
倫
館
跡
地
（
旧
明
倫
小
学

校
）
保
存
整
備
事
業

　
９
億
３
２
２
７
万
円

明
治
維
新
１
５
０
年
に
向
け
た

取
り
組
み

須佐地域定住促進住宅萩・世界遺産ビジターセンター学び舎

旧明倫小学校
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平成28年度
　

歴
史
的
な
景
観
や
文
化
財
価
値
の
高
い

旧
明
倫
小
学
校
跡
地
を
「
歴
史
・
文
化
・

教
育
ゾ
ー
ン
」
と
位
置
付
け
、
校
舎
棟
を

観
光
起
点
・
教
育
伝
承
・
市
民
活
動
・
資

料
展
示
の
場
等
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　

本
館
棟
と
第
２
棟
は
平
成
29
年
春
の
開

設
、
第
３
棟
と
第
４
棟
は
平
成
31
年
春
の

開
設
に
向
け
、整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
銅
像
建
立
事
業

補
助
事
業
（
新
規
）　　
　
９
５
０
万
円

　
「
幕
末
・
維
新
の
萩
物
語
」
を
語
り
継

ぎ
、
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
魅
力
を
高

め
る
た
め
、
長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
１
人
で
あ

る
、「
鉄
道
の
父
」
井
上
勝
の
銅
像
の
建

立
を
支
援
し
ま
す
。

○
萩
博
物
館
収
蔵
庫
整
備
事
業

　
７
４
１
３
万
円

　

萩
博
物
館
収
蔵
資
料
の
増
加
に
よ
り
、

保
管
場
所
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
博
物
館
敷
地
内
に
収
蔵
庫
の
増
築
整

備
を
行
い
ま
す
。

○
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

６
８
６
４
万
円

　

平
成
28
年
度
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

を
目
指
し
、
市
民
と
一
体
と
な
っ
て
萩
ジ

オ
パ
ー
ク
構
想
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

ジ
オ
サ
イ
ト
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
旧
新
川
保
育
園
活
用
事
業
（
新
規
）

　
１
３
０
０
万
円

　

統
合
に
よ
り
未
利
用
施
設
と
な
っ
た
旧

新
川
保
育
園
を
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
等
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し
、
有

効
活
用
を
図
り
ま
す
。

○
新
萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
１
億
１
１
５
２
万
円

　

広
く
市
民
が
集
い
、
福
祉
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
高
齢
者
の
憩
い
の
場
と
し

て
、
ま
た
、
福
祉
関
係
団
体
の
拠
点
施
設

の
機
能
強
化
や
萩
市
の
保
健
福
祉
関
係
機

関
を
集
約
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口

の
整
備
を
図
る
た
め
、
萩
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
移
転
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
住
民
主
体
生
活
支
援
環
境
整
備
事
業

（
新
規
）　　
　
　
　
　
　
１
８
２
２
万
円

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
住
民

主
体
に
よ
る
高
齢
者
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
（
家
事
援
助
や
サ
ロ
ン
活
動
等
）
の
提

供
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
地
域

で
行
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
必
要
な

車
両
や
サ
ロ
ン
活
動
の
施
設
を
整
備
し
ま

す
。

○
健
康
長
寿
促
進
事
業
（
新
規
）

　
１
２
３
万
円

　

健
康
長
寿
促
進
の
た
め
、
食
塩
摂
取
量

な
ど
市
民
の
食
生
活
の
実
態
調
査
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
市
民
公
開
講
座
や
健
康
教

室
等
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
減
塩
な
ど
の

生
活
習
慣
の
改
善
を
推
進
し
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
登
録
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み

健
康
長
寿
に
向
け
た
取
り
組
み

畳ヶ淵

萩市総合福祉センター

ラジオ体操
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○
子
育
て
世
帯
応
援
事
業
（
新
規
）

　
８
２
３
万
円

　

子
育
て
世
帯
等
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
育
児
に
必
要
な
備
品
や
新

生
児
の
お
む
つ
の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま

す
。

　

ま
た
、
保
護
者
が
乳
幼
児
を
連
れ
て
安

心
し
て
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
お
む
つ
交
換
や
授
乳
用

の
テ
ン
ト
等
を
貸
し
出
し
ま
す
。

　

出
産
・
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
第
３
子
以
降
の
児

童
を
保
育
所
等
に
入
所
さ
せ
た
場
合
に
、

そ
の
保
育
料
の
全
額
ま
た
は
半
額
を
助
成

し
、
多
子
世
帯
に
お
け
る
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
ま
す
。

○
野
菜
洗
浄
選
別
設
備
整
備
費
補
助
事
業

（
新
規
）　　
　
　
　
　
１
億
５
０
０
万
円

　

む
つ
み
地
域
千
石
台
の
だ
い
こ
ん
洗
浄

選
別
施
設
の
老
朽
化
と
に
ん
じ
ん
の
生
産

面
積
の
拡
大
に
よ
る
簡
易
式
選
別
機
の
能

力
不
足
を
改
善
し
産
地
振
興
を
図
る
た

め
、
新
た
な
洗
浄
選
別
設
備
導
入
に
係
る

経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　

就
農
意
欲
の
喚
起
と
就
農
後
の
定
着
を

図
る
た
め
、
就
農
前（
２
年
間
）と
就
農
直

後（
５
年
以
内
）の
新
規
就
業
者
の
支
援
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
法
人
就
業
者
の
定
着

率
を
高
め
る
た
め
、
新
規
就
業
者
を
雇
用

し
た
農
業
法
人
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
地
元
産
木
材
調
達
支
援
事
業
（
新
規
）

　
２
８
６
３
万
円

　

木
材
調
達
の
た
め
の
施
設
整
備
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
貯
木
場
の
運
営
母
体
に

対
し
て
無
利
子
貸
付
け
を
行
い
、
木
材
供

給
の
円
滑
化
を
促
進
し
需
要
拡
大
を
図
り

ま
す
。

○
新
規
漁
業
就
業
者
定
着
促
進
事
業

　
７
０
３
万
円

　

新
規
就
業
者
の
研
修
や
独
立
後
の
経
営

安
定
の
た
め
の
支
援
金
を
支
給
す
る
と
と

も
に
、
新
規
漁
船
乗
組
員
を
雇
用
し
た
漁

業
会
社
等
に
対
し
て
研
修
費
用
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
漁
業
協
同
組
合
が
空
き
家

等
を
研
修
生
用
の
住
宅
と
し
て
整
備
す
る

費
用
を
支
援
し
ま
す
。

○
江
崎
地
区
定
置
網
漁
業
再
開
事
業
（
新

規
）　　
　
　
　
　
　
　

 

３
５
０
９
万
円

　

田
万
川
地
域
江
崎
地
区
で
の
、
定
置
網

漁
業
再
開
に
伴
う
漁
業
生
産
基
盤
の
再
構

築
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
し
、
必
要
な

経
費
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
道
の
駅

「
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」
内
に
地
魚

販
売
施
設
を
整
備
し
、
地
魚
の
販
路
や
消

費
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
新
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　
１
億
３
５
８
１
万
円

　

津
波
等
の
自
然
災
害
や
国
民
保
護
等
の

緊
急
情
報
を
配
信
す
る
た
め
、
防
災
行
政

無
線
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
津
波
・
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
７
３
８
万
円

　

山
口
県
の
発
表
し
た
日
本
海
側
に
お
け

る
津
波
・
高
潮
の
被
害
想
定
に
基
づ
き
、

津
波
・
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

浸
水
想
定
区
域
等
の
危
険
箇
所
や
避
難
場

所
を
周
知
し
ま
す
。

○
山
口
県
総
合
防
災
訓
練
実
施
事
業
（
新

規
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

46
万
円

　

山
口
県
萩
県
民
局
管
内（
萩
市
、長
門
市
、

阿
武
町
）
で
大
雨
・
地
震
・
津
波
の
複
合

災
害
の
発
生
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
、
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
と

職
員
の
災
害
対
応
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

防
災
・
減
災
に
向
け
た
取
り
組
み

１
次
産
業
の
振
興
に
向
け
た

取
り
組
み

○
国
民
健
康
保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）

特
別
会
計
繰
出
金
管
理
事
業

２
０
４
８
万
円

　

東
部
地
域
の
医
療
提
供
体
制
の

充
実
を
図
る
た
め
に
特
別
会
計
が

実
施
す
る
診
療
所
整
備
運
営
事
業

（
１
億
２
５
１
７
万
円
）
に
対
し
、
一

般
会
計
か
ら
繰
出
金
を
支
出
し
ま
す
。

平
成
28
年
度　
第
１
号
補
正

当初予算 主な事業平成28年度

児
童
の
学
び
、
子
育
て
を
支
援

す
る
取
り
組
み

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
２
９
６
８
万
円

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
小
学
生
の
医
療
費
（
保
険
適
用

分
）
の
自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

○
多
子
世
帯
子
育
て
支
援
金
支
給
事
業

　
３
３
１
２
万
円

○
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

　
４
５
０
１
万
円 千石台のだいこん洗浄選別施設
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水
道
事
業
会
計
予
算

病
院
事
業
会
計
予
算

【収益的収支（事業の管理・運営）】
　収入は前年度に比べて 6,070 万円（7.9％）増
額の８億 2,780万円、支出は 6,110万円（8.3％）
増額の７億 9,560万円を予算計上し、差し引き
3,220万円の利益となっています。
　水需要の減少傾向が続く中、安定的な事業運
営を図るため、適正な収入の確保と経費の縮減
に努めます。

【収益的収支（事業の管理・運営）】
　収入は前年度に比べて 1 億 1,329 万円

（3.9％）減額の 28 億 2,176 万円、支出は 6,079
万円（2.0％）減額の 29 億 5,063 万円、差し引き
1 億 2,887 万円の不足となりますが、これは当
年度損失額として翌年度に繰り越します。
　開設後 15 年を経過した施設・設備の適正な
維持管理を行い、急性期医療に求められる病院
の役割等を果たしていくとともに、適正な収入
の確保および支出の抑制に努めます。

【資本的収支（施設建設・改良等）】
　収入は 1,604 万円（7.2％）増額の２億 3,917
万円、支出は 1,548 万円（3.3%）増額の４億
9,131 万円で、差し引き２億 5,214 万円の不足
となりますが、これは、過年度分損益勘定留保
資金等により補てんします。
　保守期限切れや経年により劣化が進んだ医療
機器等を更新し、病院機能の維持・向上を図る
とともに、患者用図書室の整備を行うなど患者
サービスの充実に努めます。

【資本的収支（施設建設・改良等）】
　収入は３億 5,491万円（318.6％）増額の４億
6,631万円、支出は３億 2,747万円（105.4％）増額
の６億 3,827万円を予算計上し、差し引き１億
7,196 万円の不足となりますが、これは過年度
分損益勘定留保資金等により補てんします。
　安全・安心な飲料水の安定的な供給が図られ
るよう、大井地区等の老朽管更新事業や耐用年
数を超過したテレメータ等の機械設備更新事業
に取り組みます。

企業会計の概要

収入＝8億2,780万円 支出＝7億9,560万円

水道料金
5億8,197万円

補助金・負担金
　1億2,315万円

施設維持管理・
運営費等
4億8,255万円

減価償却費等
2億6,254万円

支払利息 5,051万円

その他
1億2,268万円

当年度利益
3,220万円

出資金・負担金3,651万円

建設改良費等
4億9,419万円

企業債元金の償還
1億4,408万円

収支不足額
1億7,196万円

企業債
4億2,980万円

収入＝4億6,631万円 支出＝6億3,827万円

収入＝28億2,176万円 支出＝29億5,063万円

診療収入
22億8,090万円

補助金・負担金
5億1,269万円

収支不足額
1億2,887万円その他　

2,817万円

給与費・材料費・
運営費等
25億9,311万円

減価償却費等
2億6,045万円

支払利息
5,707万円

予備費 4,000万円

収入＝2億3,917万円 支出＝4億9,131万円

出資金
１億1,577万円

企業債
1億2,340万円

建設改良費
1億4,706万円

企業債元金の償還
3億4,425万円収支不足額

2億5,214万円
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市
役
所
の
組
織
等
を
変
更

　

４
月
か
ら
、
全
庁
的
な
総
合
調
整
の

円
滑
化
を
図
る
た
め
、「
総
務
部
」と「
総

合
政
策
部
」
を
「
総
務
企
画
部
」
に
統

合
す
る
ほ
か
、
市
民
と
の
協
働
、
市
民

の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
・
推
進
す
る

た
め
に
、「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
」

を
「
市
民
活
動
推
進
部
」
に
改
編
、
ま

ち
じ
ゅ
う
博
物
館
構
想
を
よ
り
一
層
強

力
に
推
進
す
る
体
制
を
と
る
た
め
、「
歴

史
ま
ち
づ
く
り
部
」
を
「
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
推
進
部
」
に
改
編
す
る
な
ど
に

よ
り
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
、
効
率
化
を

図
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
３
に
該
当
す
る
業
務
以
外

の
業
務
担
当
課
は
、
原
則
所
管
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

表１

表２

表３

部の変更

課の変更

業務の担当課の変更

　

萩
出
身
と
さ
れ
る
川
村
孫ま
ご
べ
え

兵
衛
重し
げ
よ
し
吉
が
、

元
和
２
年（
１
６
１
６
）に
、
現
在
の
宮
城
県

石
巻
市
で
行
っ
た
、
北
上
川
の
改
修
か
ら
、

今
年
で
４
０
０
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。

石
巻
繁
栄
の
礎
を
築
い
た
功
績
者

　

石
巻
市
で
は
、
現
在
に
繋
が
る
石
巻
の

礎
い
し
ず
えを

築
い
た
功
績
者
と
し
て
大
切
に
語

り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
孫
兵
衛
へ
の
報
恩

供
養
祭
と
し
て
90
年
以
上
続
く
、
毎
年
７

月
31
日
・
８
月
１
日
に
行
わ
れ
る
「
石
巻

川
開
き
祭
り
」
は
、
現
在
で
は
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
の
祈
り
を
込
め
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
村
孫
兵
衛
ゆ
か
り
の
、
石
巻
市
と
萩

市
が
、
今
後
の
両
市
の
友
好
交
流
の
発
展

を
図
る
た
め
、
４
月
８
日
に
、
石
巻
市
長

や
市
議
会
議
長
、
孫
兵
衛
の
ご
子
孫
、
経

済
関
係
者
な
ど
を
迎
え
、
友
好
都
市
の
提

携
に
関
す
る
協
定
の
調
印
を
行
い
ま
す
。

川村孫兵衛重吉とは
　天正３年（1575）生〜慶安元年（1648）没。
江戸前期の仙台藩士で、土木治水の功労者。
　長門国阿武郡（現在の萩）生まれとされ、
はじめ毛利輝元に仕え、慶長年間（1596〜
1615）、仙台藩主伊達政宗に見いだされ家臣
となります。土木工事技術に優れており、元
和２年から寛永３年（1626）に行った、治
水や新田開発のための北上川の改修工事や、
併せて行った石巻港の築港工事により東北
の海運ルートを開発し、石巻の発展の基礎を
つくりました。その後も、仙台城下の用水路
「四

よ つ や せ き
ツ谷堰」に携わるなど、仙台藩に大きな功

績を残しました。

知っていますか？
石巻の礎を築いた萩出身の川村孫兵衛重吉翁

石
巻
市
と
は

　

宮
城
県
北
東
部
地
域
を
代
表
す
る
都
市

で
、
江
戸
時
代
に
は
「
奥
州
最
大
の
米
の

集
積
港
」
と
し
て
知
ら
れ
ま
し
た
。
明
治

時
代
か
ら
は
金き
ん
か
さ
ん

華
山
沖
漁
場
を
背
景
に
漁

業
の
町
と
し
て
栄
え
、
近
年
は
工
業
都
市

と
し
て
も
発
展
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

で
は
、
最
大
8.6
ｍ
の
津
波
が
押
し
寄
せ
、

３
０
０
０
人
以
上
の
人
的
被
害
や
、
全
住

宅
数
の
76
％
が
被
災
す
る
な
ど
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
震
災
直
後
か
ら
、

萩
市
も
捜
索
活
動
の
た
め
消
防
隊
員
５
人

を
石
巻
市
に
派
遣
す
る
な
ど
の
支
援
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
３
月
11
日
で
、
震
災
か

ら
５
年
。復
興
は
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
１
０
２
）

石巻市と友好都市提携の協定を締結

旧部署名 ４月からの変更内容
総務部

「総務企画部」に統合
総合政策部
文化・スポーツ振興部 「市民活動推進部」に改変                    
歴史まちづくり部 「まちじゅう博物館推進部」に改変
生活再建支援事業部

「災害復興局」に統合都市基盤復興事業部
産業再生事業部

課の名称 ４月からの変更内容
防災安全課（総務部） 「防災危機管理課」（総務企画部）へ名称変更
市民活動推進課（総合政策部）市民活動推進部へ所管変更
ジオパーク推進室

（総合政策部企画政策課内）
まちじゅう博物館推進部へ所管変更
し、「ジオパーク推進課」へ組織変更

業務名 ４月からの変更内容
生活安全業務（交通安全など）防災安全課 ⇨ 市民活動推進課
老朽空き家業務 都市計画課 ⇨ 建築課（土木建築部）

石巻市日
ひよりやま

和山公園に建つ
川村孫兵衛の銅像

４月
から
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第
４
章
で
は
、萩
藩
の
造
船
の
近
代
化

に
挑
戦
し
た
軌
跡
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

幕
末
、洋
式
大
砲
と
と
も
に
、海
防
強
化

に
必
要
と
な
っ
た
軍
艦
。ペ
リ
ー
来
航
後
、

幕
府
は
産
業
革
命
の
象
徴
と
い
え
る
蒸
気

船
が
現
れ
た
こ
と
で
危
機
感
を
強
め
、諸

藩
に
大
船
の
建
造
を
許
可
。諸
藩
は
競
い

合
う
よ
う
に
軍
艦
建
造
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

萩
藩
は
、安
政
３
年
（
１
８
５
６
）に
軍

艦
の
建
造
を
決
定
、恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所

で
ロ
シ
ア
式
の
技
術
を
用
い
て
丙へ
い
し
ん
ま
る

辰
丸
を

建
造
、万
延
元
年
（
１
８
６
０
）に
は
、オ

ラ
ン
ダ
式
の
技
術
を
用
い
て
庚こ
う
し
ん
ま
る

申
丸
を
建

造
し
ま
す
。し
か
し
、工
業
の
基
盤
が
な
い

時
点
で
は
蒸
気
船
の
建
造
は
不
可
能
で
、

洋
式
で
は
あ
る
も
の
の
木
造
帆
船
で
し

た
。恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
は
、萩
藩
が
造

船
の
近
代
化
に
挑
戦
し
、試
行
錯
誤
し
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、丙
辰
丸
の
建
造
に
は
、釘
や
碇
い
か
りな

ど
の
鉄
材
が
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
か

ら
供
給
さ
れ
て
お
り
、萩
藩
の
軍
艦
建
造

は
、旧
来
の
船
大
工
や
た
た
ら
製
鉄
な
ど
、

伝
統
的
な
技
術
と
の
融
合
に
よ
り
実
現
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

萩藩が製造した２隻の軍艦や、恵美須ヶ鼻
造船所跡、大板山たたら製鉄遺跡など解説

■
日
時　

４
月
20
日
（
水
）
午
前
11
時
～

11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時

■
と
こ
ろ　

学
び
舎
シ
ア
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

■
テ
ー
マ　

エ
ピ
ソ
ー
ド
３
「
恵
美
須
ヶ

鼻
造
船
所
跡
と
姥
う
ば
く
ら倉
運
河
」

■
講
師　

道
ど
う
さ
こ迫
真し
ん
ご吾
（
萩
博
物
館
主
任
学

芸
員
）

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

※
各
時
間
ま
で
に
会
場
に
集
合
。 

※
聴
講
に
は
入
館
券
が
必
要
で
す
。

　
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
が
案
内
人
と
な
っ

て
、
萩
の
世
界
遺
産
を
よ
り
楽
し
く
学
べ

る
ガ
イ
ド
ア
プ
リ
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
往
時
の

大お
お
い
た
や
ま

板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
の
姿
を
、
仮
想

現
実
＝
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
を
利
用

し
て
再
現
し
た
画
像
や
映
像
を
は
じ
め
、

５
資
産
の
紹
介
ム
ー
ビ
ー
や
反
射
炉
の
内

部
構
造
を
解
説
し
た
高
精
細
の
Ｃ
Ｇ
ム
ー

ビ
ー
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
貸
出
開
始
日　

３
月
30
日
（
水
）

▽
利
用
方
法　

無
料
の
貸
出
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
視
聴

▽
貸
出
場
所　

大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺

跡
、
萩
反
射
炉
、
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、

～超高精細３ＤＣＧで甦る、
かつてのたたら場～

世界遺産ガイドアプリ

内蔵タブレット貸出を開始 !!

萩
城
跡
、
萩
・
世
界
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
学
び
舎
（
館
外
持
ち
出
し
も
可
）

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
１
１
７
）

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
内 

萩
市
世
界
遺
産
活
用
推

進
協
議
会
（
２
５
・
３
１
１
７ 

平
日
の

み
）、萩
市
観
光
協
会
（
２
５
・
１
７
５
０
）

イメージ

萩 ･ 世界遺産セミナー

この春からも
新山口駅と萩の直行バス
スーパーはぎ号を継続運行します

新山口　→　萩
出発 到着

ＪＲ 9：45 10：45
防長 11：00 12：00
ＪＲ 13：00 14：00
防長 16：15 17：15

萩　→　新山口
出発 到着

防長 9：30 10：30
ＪＲ 11：15 12：15
防長 14：00 15：00
ＪＲ 16：30 17：30

▼時刻表

　JR 新山口駅と萩明倫センター（萩・世界遺産ビジター
センター学び舎前）を結ぶ直行バス「スーパーはぎ号」を、
４月から平成 29 年３月まで継続して運行します。
　スーパーはぎ号は、中国自動車道と小郡萩道路を通る
ルートで所要時間は 60 分、運行時刻はこれまでと変更
ありません。
■運賃　片道大人1,550円、
小児 780円
※平成 29 年３月31日まで
は、通常大人 2,060 円、小
児 1,030 円のところ、運賃
の約 25％が減額されます。
■問い合わせ　防長交通㈱
萩営業所（２２・３８１６）、
中国ジェイアールバス㈱

（０８３・９２２・２５１９）

△多言語対応　日本語・英語・中国語
（簡体字・繁体字）・韓国語

見どころ紹介⑤
第４章 造船 近代化への挑戦

　

３
月
29
日
（
火
）
か
ら
、
学
び
舎
の
入

場
口
に
、
松
陰
先
生
の
肖
像
が
３
Ｄ
で
動

く
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

長州ファイブとめぐる！萩の世界遺産

新
登
場
！

松
陰
先
生
が
入
場
口
で
お
出
迎
え
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明
治
39
年
（
１
９
０
６
）
創
立
か
ら

１
１
０
年
と
い
う
歴
史
あ
る
明
木
図
書
館

の
４
代
目
と
な
る
新
館
は
、明
木
小
学
校
・

旭
中
学
校
の
校
舎
と
併
設
し
て
建
設
。
学

校
図
書
館
の
機
能
も
兼
ね
る
公
共
図
書
館

で
、
約
２
万
９
０
０
０
冊
の
図
書
を
利
用

で
き
ま
す
。

　

学
校
と
は
別
の
図
書
館
専
用
の
出
入
口

も
あ
り
、一
般
の
方
も
来
館
し
や
す
く
な

っ
て
お
り
、内
装
は
阿
武
川
流
域
材
が
多

く
使
わ
れ
、落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
建
物

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
館
時
間
を
こ
れ
ま
で
よ
り
30
分
早
く

午
前
９
時
か
ら
と
し
、
日
曜
日
も
全
日
開

館
す
る
な
ど
、
利
用
時
間
を
増
や
し
、
利

用
し
や
す
い
図
書
館
と
な
り
ま
す
。

新しい明木図書館が
開館します！
■
オ
ー
プ
ン
式
典

■
と
き　

４
月
８
日
（
金
）
午
後
２
時

予
定
（
旭
中
学
校
開
校
式
・
明
木
図
書

館
開
館
式
終
了
後
）

■
内
容　

図
書
館
正
面
玄
関
で
、
あ
さ

ひ
保
育
園
児
に
よ
る
く
す
玉
割
り

■
「
読
書
通
帳
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

４
月
８
日
に
、
高
校
生
以
上
で
明
木

図
書
館
の
図
書
等
を
借
り
た
方
、
先
着

10
人
に
読
書
通
帳
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
通
常
は
１
冊
３
０
０
円
（
中
学
生

以
下
は
無
料
）

■
絵
は
が
き
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

４
月
８
日
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

た
ち
に
、
絵
は
が
き
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

　

市
で
は
、
就
業
機
会
が
少
な
い
こ
と

や
若
者
等
の
市
外
流
出
に
よ
る
人
口
減

少
、
離
職
者
の
雇
用
確
保
等
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
独
創
性
や
地
域
へ
の

波
及
効
果
の
あ
る
事
業
内
容
に
よ
り
新

た
に
起
業
す
る
方
を
対
象
に
、
事
業
所

開
設
等
に
必
要
な
資
金
を
補
助
し
ま

す
。

■
申
込
方
法　

商
工
振
興
課
備
え
付
け

の
申
請
書
（
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
書
類
を
添

付
し
提
出

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
課
（
２
５
・
３
８
１
１
）

■起業化支援補助金制度の概要

※後期は 10 月 1 日から 31 日の間、平成 28 年７月から平成 29 年 3 月まで
の起業等に対して募集します。

対象者

◎前期募集期間　4月 1日〜 28 日
平成 28 年 1 月～ 9 月までに起業した、または起業予定の方、お
よび新分野進出等により規模拡大した、または規模拡大予定の既
存事業者
①起業の日、開業の日に市内に居住、または居住を予定している方
②市内に起業のため事業所を設置、または設置しようとしている
方（加盟小売店を除く）、新分野進出のために規模拡大をしよう
とする既存事業者
③市税をすべて完納している方
※ただし、他の条件で対象にならない場合もあります。

補助対
象経費

①事業所の賃貸または開設に係る経費
②設備、備品購入費
③従業員の人材育成費
④広告宣伝費
⑤その他事業開始に係る経費

（不動産取得、法人化にかかる経費を除く）
※補助対象経費の合計が 50 万円以上となる事業

補助率 2 分の 1 以内（上限 50 万円）

添付
書類

①法人は法人登記簿謄本・定款、個人は税務署提出の開業届出書
の写し、②事業計画書、③申請者の市税の納税証明書またはこれ
に代わる書類

萩
市
起
業
化
支
援
補
助
制
度

◎
開
設
費
等
の
50
％
以
内
、
上
限
50
万
円

募
集

開
館
記
念
事
業

明木図書館（５５・０３１４）

明明 治 か ら 未 来 へ

ま
す
。

※
先
着
順
で
な
く
な
り
次
第
終
了
。

■
「
松
林
桂け
い
げ
つ月

写
真
展
〜
ふ
る
さ
と

の
風
景
の
中
で
」
開
催

　

明
木
図
書
館
創
立
の
恩
人
、
瀧
口

吉よ
し
な
が良

氏
と
の
写
真
な
ど
、
萩
市
出
身

の
日
本
画
家
松
林
桂
月
の
写
真
を
展
示

し
ま
す
。

■
開
催
期
間　

４
月
８
日
（
金
）
～
５

月
31
日
（
火
）

■
「
し
か
け
絵
本
展
」
開
催

　

開
館
記
念
・
こ
ど
も
の
読
書
週
間
特

別
行
事
と
し
て
、
須
佐
図
書
館
所
蔵
の

し
か
け
絵
本
を
展
示
し
ま
す
。

■
開
催
期
間　

４
月
８
日
（
金
）
～
５

月
15
日
（
日
）

【
休
館
日
・
開
館
時
間
】

■
休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
（
月
曜
日

が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
年
末
年
始
、

特
別
整
理
期
間

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30

分【
新
し
い
取
り
組
み
】

◦
萩
・
須
佐
・
明
木
図
書
館
で
借
り
た
本

を
記
録
で
き
る
「
読
書
通
帳
機
ミ
ニ
」
の

導
入

◦
利
用
者
用
の
検
索
端
末
で
、
検
索
し
た

図
書
名
等
の
レ
シ
ー
ト
印
刷
や
、
利
用
者

自
身
で
の
貸
出
手
続
き
が
可
能

◦
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
利
用

◦
乳
幼
児
向
き
の
「
ち
っ
ち
ゃ
な
お
は
な

し
会
」（
毎
週
金
曜
日
午
前
11
時
～
）

４8 問い合わせ
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　平成 28 年 2 月末現在、萩市全体の高齢化率は 39・１％
に達しており、およそ 10 人に 4 人が 65 歳以上の高齢者と
なっています。さらに、2022 年（平成 34 年）には、45
％程度まで高齢化が進むと試算しています。
　萩市は全国の水準よりも、20 ～ 30 年先に進んでいる「高
齢化先進地域」です。
　このような状況で、市では全国より先駆的な超高齢社会へ
の対応が求められており、市民の皆さんと一緒に行う各種施
策の取り組みについて、今回からシリーズで紹介します。

人口 65 歳
以上

75 歳
以上

高齢化
率

旧萩地域
（下記以外） 33,757 11,694 5,922 34.6％

大井 2,011 972 531 48.3％
三見 1,266 618 368 48.8％
見島 854 418 237 48.9％
大島 750 274 164 36.5％
相島 166 81 43 48.8％
川上 912 440 258 48.2％
江崎 1,801 822 469 45.6％
小川 1,019 491 340 48.2％
吉部 964 494 313 51.2％
高俣 609 344 201 56.5％
須佐 2,194 1,020 572 46.5％
弥富 553 310 200 56.1％
明木 1,026 471 282 45.9％

佐々並 680 354 209 52.1％
福川 995 502 277 50.5％
紫福 911 442 272 48.5％
合計 50,468 19,747 10,658 39.1％

※参考：平成 26 年 10 月 1 日現在の高齢化率　
　萩市 37.6％、山口県 31.3％、全国 26.0％

　

長
生
き
を
す
る
う
え
で
、
い
つ
ま
で
も

健
康
で
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
は
多
く
の
人

の
願
い
で
す
。
健
康
寿
命
の
延
伸
を
推
進

す
る
た
め
、「
健
康
維
新
の
ま
ち
」
宣
言

を
行
い
ま
す
。

ら
れ
る
地
域
が
生
ま
れ
ま
す
。

◆
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
健
康
づ
く
り

　

萩
市
は
、豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、各
地

域
で
独
自
の
歴
史
・
文
化
、生
活
・
食
習
慣

な
ど
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。市
街
地
で
暮

ら
す
方
、農
業
や
漁
業
に
従
事
す
る
方
な

ど
、地
域
の
特
色
に
応
じ
て
健
康
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
で
、ど
こ
で
も
明
る
く

豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
変
わ
り
ま
す
。

◆
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
、
３
世
代
、

４
世
代
に
わ
た
っ
て
健
や
か
に
暮
ら
し
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き
る
、
健
康
な

家
庭
、
地
域
、
教
育
、
社
会
を
目
指
す
こ

と
で
、
社
会
・
経
済
活
動
が
活
発
な
、「
健

康
な
ま
ち
」
萩
市
を
創•

•り
ま
す
。

【
平
成
28
年
度
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
】

「
目
指
せ
！
減
塩
」

「
毎
日
仲
間
と
楽
し
く
体
操
！
」

「
地
域
に
出
よ
う
！
活
動
し
よ
う
！
」

【
平
成
28
年
度
に
取
り
組
む
事
業
】

▽
健
康
長
寿
促
進
事
業

◦
市
民
の
食
生
活
の
実
態
把
握
（
1
日
の

推
定
食
塩
摂
取
量
を
測
定
す
る
尿
検
査
の

実
施
、
食
習
慣
調
査
の
実
施
）

◦
市
民
へ
の
普
及
啓
発（
市
民
公
開
講
座
、

健
康
教
室
の
開
催
等
）

▽
健
康
体
操
推
進
拠
点
事
業

◦
健
康
体
操
推
進
拠
点
づ
く
り
活
動

◦
ラ
ジ
オ
体
操
推
進
活
動

健
康
長
寿
に
向
け
て

　
「
健
康
維
新
の
ま
ち
」
宣
言

萩市の高齢化の現状について

◆
萩
市
の
健
康
寿
命
の
現
状

　

３
月
に
好
評
さ
れ
た
平
成
25
年
度
の
萩

市
の
健
康
寿
命
（
日
常
生
活
動
作
が
自
立

し
て
い
る
期
間
の
平
均
）
は
、
左
記
の
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
山
口
県
の
平
均
に
も

及
ば
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成 28 年 2 月末現在の住民基本台帳より

健康増進課（２６・０５００）問い合わせ

【
全
世
代
】「
子
ど
も
」
か
ら
「
高
齢
者
」

ま
で 

︱ 

み
ん
な
が
い
き
い
き
と
楽
し

く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す

【
全
地
域
】「
ま
ち
な
か
」「
や
ま
の
な
か
」

「
う
み
の
そ
ば
」 

︱ 

ど
こ
で
も
明
る
く

豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す

　
萩市

（県内13市
の順位）

山口県
平均

男
性

75.93
（12 位） 78.24

女
性

83.24
（９位） 83.59

「
健
康
維
新
の
ま
ち
」
宣
言

◆
全
て
の
世
代
で
正
し
い
生
活
習
慣
、
運

動
・
体
操
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　

健
康
づ
く
り
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
全
て
の
世
代
に
関
わ
る
重
要
な
取

り
組
み
で
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
早
寝
早

起
き
を
心
が
け
る
こ
と
や
、
適
切
な
睡
眠

時
間
、
禁
煙
、
年
齢
や
体
力
に
応
じ
た
運

動
や
体
操
、
薄
味
（
減
塩
）
で
野
菜
た
っ

ぷ
り
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
こ

と
な
ど
が
大
切
で
す
。

◆
自
助
・
互
助
の
精
神
を
育
む
地
域
づ
く

り
　

自
分
の
健
康
は
自
分
で
創•

•る
と
い
う
理

念
の
も
と
、
自
分
の
体
重
や
血
圧
を
記
録

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
健
康
づ
く
り
に
役

立
て
、
自
立
し
た
生
活
を
送
り
（
自
助
）、

さ
ら
に
、
家
族
や
近
所
の
方
々
と
助
け
合

う
（
互
助
）
こ
と
に
よ
り
、
支
え
・
支
え

シリーズ健康長寿のまちをめざして

※出典：山口県「平成 25 年
度健康寿命の算出について」

萩市の
高齢化率
39.1％

シ
リ
ー
ズ
①
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■貸出対象　市内でイベントを主催す
る団体や乳幼児を連れた保護者が参加
できるイベント
※営利を主目的としないものに限る。
■貸出料　無料
■貸出期間　最長７日間
■貸出物品　テント、折りたたみ式お
むつ交換台、授乳用いす一式
※設置に係る経費、また、損傷したと
きの修繕費は団体等の負担。
■申請方法　市役所市民総合窓口子育
て支援コーナー、各総合事務所備え付
けの申請書にイベント開催内容などが
分かる書類を添えて提出

萩市独自の保育料の
負担軽減を拡充します

子育て支援課（２５・３５３６）、各総合事務所市民窓口部門問い合わせ

移動式赤ちゃんの駅の貸出
（５月中旬からの予定）

　市では、子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、平
成28 年度から育児に必要な備品や新生児のおむつ購入
にかかる費用の助成を開始します。

区別 チャイルドシート・ベビーカー・
ベビーベッド購入費助成 新生児おむつ購入費助成

対象者 萩市に住所を有しており、平成 28 年４月１日以降に出生した子の保
護者

助成額

１台あたり購入金額の 1/2
（上限額）チャイルドシート：１万 5,000
円、ベビーカー：１万円、ベビーベッド：
8,000 円

新生児１人につき２万円を上限
※２万円未満の場合は、その額。

いずれも対象となる児童用の備品やおむつの購入に限ります

申請
期間 購入後半年以内

１歳の誕生日までに購入したも
ので、新生児が満１歳に達した
日から半年以内に提出したもの
に限る

申請
方法

市民総合窓口子育て支援コーナー、各総合事務所備え付けの申請書に
必要書類（購入した物品、金額、業者名がわかる領収書等）を添えて
提出

その他 購入業者は市内業者に限り、市外で購入したものは助成できません

小３
～
小１

５歳

４歳

３歳

２歳

小１
以上

５歳

４歳

３歳

２歳

例１
（１号認定子ども）

小学校
６年生

（第１子）

対象外

※４年生以上は
カウントしない。

保育料
満額

（第２子）
第１子
の扱い

保育料
半額

（第３子）
第２子
の扱い

例２
（２・３号認定子ども）

小学校
３年生

（第１子）

保育料
満額

（第２子）

※１年生以上は
カウントしない。

第１子
の扱い

保育料
半額

（第３子）第２子
の扱い

例１
（１号認定子ども）

（第１子）

保育料
半額

（第２子）

無料

（第３子）

例２
（２・３号認定子ども）

（第１子）

保育料
半額

（第２子）

無料

（第３子）

対象外

多子計算に係る年齢制限を撤廃

年齢制限により第２子以降の
負担軽減は限定的

年収約 360万円未満の世帯は
第２子以降の負担軽減を完全実施

これまで 平成28年4月～

平成28年度からはじまる萩市独自の子育て支援サービス

　平成 28 年４月から国の制度として多子世帯やひとり親世帯等の保育料負
担軽減が拡充されます。
　また、萩市独自施策として保育料２子目以降同時入所無料化を引き続き実
施しますが、年齢が最も高い子どもで保育料を決定するように変更します。

　また、屋外でのイベント等で乳幼児のおむつ交換や授
乳を行えるようテントや折りたたみ式おむつ交換台等を
貸し出します。

　年収約３６０万円未満の世帯につい
て、現行制度で１号認定（教育認定）子
どもは小学校３年生まで、２・３号（保
育認定）認定子どもは小学校就学前ま
でとする多子計算に係る年齢制限を撤
廃し、第２子を半額、第３子以降は無料
化を完全実施します。

多子世帯の保育料負担軽減

　年収約３６０万円未満のひとり親世
帯等について、第１子半額、第２子以
降無料化を実施します。

ひとり親世帯等の
保育料負担軽減

　同一世帯で２人以上の子どもの何れ
もが１号認定または２・３号認定であ
る場合、年齢が最も高い子どもで保育
料を決定し、その他の子どもは無料と
なります。

保育料２子目以降
同時入所無料化
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必
要
。

  

保
育
所
等
に
入
所
し
て
い
な
い
児
童
で
、

保
護
者
が
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
一
時

的
に
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
児
童
を

保
育
。

■
実
施
場
所　

椿
東
・
山
田
・
川
上
・
田

万
川
・
田
万
川
小
川
分
園
・
む
つ
み
・
須

佐
・
あ
さ
ひ
、
あ
さ
ひ
佐
々
並
分
園
・
福

川
・
紫
福
・
日
の
丸
保
育
園

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
利
用
料（
給
食
代
含
む
）　

１
日

１
８
０
０
円
、
４
時
間
以
内
１
０
０
０
円

  
市
内
の
保
育
所
等
に
通
園
中
の
児
童

で
、
日
曜
日
・
祝
日
に
保
護
者
が
仕
事
で

家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
児
童
を
保

育
。

■
実
施
場
所　

住
の
江
保
育
園

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分※
年
度
ご
と
の
登
録
、
勤
務
先
の
証
明
が

必
要
。

　

未
就
園
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、
育
児

相
談
や
育
児
情
報
の
提
供
、
各
種
行
事
を

実
施
。

○
児
童
館
（
２
５
・
１
０
２
５
）

○
萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

市
で
は
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支

援
す
る
た
め
、
こ
の
ほ
か
に
も
各
種
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
時
間
を
延
長
し
て
保
育
。

■
実
施
場
所
・
延
長
時
間

○
日
の
丸
保
育
園　

午
前
７
時
～
午
後
８

時
（
２
時
間
延
長
）

○
土
原
・
椿
東
・
住
の
江
・
春
日
保
育
園

　

午
前
７
時
～
午
後
７
時（
１
時
間
延
長
）

○
大
井
保
育
園　

午
前
７
時
30
分
～
午
後

７
時
（
30
分
延
長
）

■
利
用
料　

保
育
短
時
間
認
定
の
方
が

利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
１
日
に
つ
き

４
０
０
円

　

市
内
の
保
育
所
等
に
通
園
中
の
概
ね
１

歳
以
上
の
児
童
ま
た
は
小
学
１
～
３
年
生

の
児
童
で
、
保
護
者
が
夜
間
に
就
労
等
の

た
め
保
育
で
き
な
い
児
童
を
保
育
。

■
実
施
場
所　

日
の
丸
保
育
園

■
時
間　

毎
週
火
・
水
・
金
曜
日
午
後
６

時
～
翌
朝
９
時
30
分

■
利
用
料
（
利
用
１
回
に
つ
き
）

•
午
後
10
時
ま
で
８
０
０
円

•
午
前
０
時
ま
で
１
２
０
０
円

•
午
前
３
時
ま
で
１
５
０
０
円

•
午
前
９
時
30
分
ま
で
２
０
０
０
円

※
寝
具
・
食
事
等
は
持
参
。

※
年
度
ご
と
の
登
録
、
勤
務
先
の
証
明
が

子 育 て 支 援 サ ー ビ ス
24
時
間
保
育

延
長
保
育

子育て世帯を、さらに応援します！

▽
実
施
場
所　

日
の
丸
保
育
園
内

（
２
５
・
４
４
８
８
）

▽
時
間　

月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後

４
時

○
元
気
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
実
施
場
所　

大
井
・
川
上
・
田
万
川
・

田
万
川
小
川
分
園
・
む
つ
み
・
須
佐
・
あ

さ
ひ
、
あ
さ
ひ
佐
々
並
分
園
・
福
川
・
紫

福
保
育
園
内

※
実
施
曜
日
・
時
間
は
各
園
に
問
い
合
わ

せ
。

  

保
育
所
等
に
通
園
中
の
児
童
ま
た
は
小

学
１
～
３
年
生
の
児
童
が
、
病
気
や
け
が

の
た
め
集
団
保
育
が
困
難
な
期
間
、
一
時

的
に
預
か
り
ま
す
。　
　

○
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

楽
々
園　

▽
実
施
場
所　

楽
々
園
２
階

（
２
４
・
４
８
２
０
）

○
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
す
さ

▽
実
施
場
所　

弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー
内

（
０
８
３
８
７
・
８
・
２
３
１
１
）

■
利
用
料　

１
日
２
０
０
０
円
（
給
食
代

含
む
）

※
利
用
料
の
減
免
制
度
あ
り
。

※
年
度
ご
と
に
登
録
が
必
要
。

　

育
児
の
援
助
を
提
供
す
る
方
（
援
助
会

員
）
と
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
方
（
依

頼
会
員
）
が
、
地
域
で
育
児
を
助
け
合
う

相
互
援
助
の
会
員
組
織
で
、
両
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
主
な
業
務

•
会
員
間
の
育
児
に
関
す
る
相
互
援
助
活

動
の
支
援

•
会
員
の
交
流
や
情
報
交
換
の
た
め
の
交

流
会
等
の
開
催

•
育
児
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
受
付

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
２
４
・０
５
３
０
）

■
園
庭
開
放　

市
内
各
保
育
所
等　

土
曜

日
午
後
、
日
曜
日
、
祝
日

■
園
庭
・
園
舎
開
放

○
萩
幼
稚
園
ひ
よ
こ
組
（
２
２
・
０
７
７

５
）
５
月
か
ら
月
１
・
２
回
火
曜
日
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
萩
光
塩
学
院
幼
稚
園
て
ん
し
組

（
２
２
・
２
０
１
９
）
５
月
か
ら
月
１
・
２

回
水
曜
日
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
お
も
ち
ゃ
図
書
館
地
域
開
館
日

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
ふ
る

（
２
２
・
２
８
７
７
）
毎
週
火
曜
日
午
前
10

時
～
午
後
３
時
（
祝
日
は
休
館
）

※
日
程
は
施
設
へ
問
い
合
わ
せ
。

休
日
保
育

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

就
学
前
児
童
対
象
の

施
設
開
放

一
時
預
か
り
保
育
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平成28年度から、所得に応じた
保険料の軽減措置等の見直しを実施

■問い合わせ 課税課市民税係
（２５・３７８１）

医療保険分 後期高齢者支援金分 介護保険分
平成 27 年度まで 52 万円 17 万円 16 万円

平成 28 年度から 54 万円（+2 万円） 19 万円（+2 万円） 16 万円

平成27年度まで 基準額 33 万円 +（47 万円
　×被保険者数） 以下

平成28年度から 基準額 33 万円 +（48 万円
　×被保険者数） 以下

※所得基準額は、いずれも同一世帯内の被保険者および世帯主の前年の所得の合計額。

■保険料の賦課限度額を引き上げ
　国保の保険料の負担は、所得が高い方でも、上限
が賦課限度額までとなっているため、所得に応じた
保険料となるように平成 28 年度から賦課限度額が

■保険料軽減措置の拡充
　世帯の前年中の所得が決められた所得基準を下回
っている場合は、保険料の均等割額と平等割額が所
得に応じて 7 割・５割・２割軽減されます。

平成27年度まで 基準額 33 万円 +（26 万円
　×被保険者数） 以下

平成28年度から 基準額 33 万円 +（26.5 万円
　×被保険者数） 以下

○５割軽減の拡大 ○２割軽減の拡大

引き上げられます。
　これにより中間所得層の被保険者に配慮した保険
料設定となります。

　この軽減の基準となる所得額が引き上げられ、保
険料を軽減される方が拡大され、軽減対象となる基
準額が引き上げられました。

国民健康保険の制度改正のお知らせ

平成 27 年度まで 平成 28 年度から
住民税課税世帯 260 円 360 円（※）

住民税非課税世帯
過去 12 か月の入院日数が 90 日までの入院 210 円 210 円
過去 12 か月の入院日数が 90 日を超える入院 160 円 160 円
70 歳以上で低所得Ⅰの方 100 円 100 円

○ 1 食あたりの標準負担額

※ただし、難病患者等は 260 円のまま据え置きとなります。

　入院時の食事代は、医療機関に入院したときに必
要となる一食あたりの食費の一部（標準負担額）を
自己負担します。これまでは、食材費相当額のみの

入院時食事代の見直し
国民健康保険・後期高齢者医療制度の方へ

■問い合わせ 市民課保険年金係
（２５・３１４７）

自己負担でしたが、平成 28 年 4 月からは、調理費
相当額も負担することになります。
※市民税非課税世帯の食事代は、変更ありません。

全国大会出場おめでとう
全国高等学校剣道選抜大会

（３月27日・28日　愛知県）
安達 美

み き

希
（山口県鴻城高校１年、萩東中卒）

【女子団体】
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コース 曜日 ステーション・時　間

わ
く
わ
く
号
︵
萩
・
川
上
・
む
つ
み
・
旭
・
福
栄
地
域
︶

1 木
（第1・3）

山田保育園

9:30～10:00

萩幼稚園

10:15～10:55

三見
小・中学校

12:45～13:15

三見保育園

13:25～13:45

さんみ苑

13:55～14:20

三見市
仁王会館

14:35～14:55

2 金
（第1・3）

萩光塩学院
幼稚園

9:30～9:50

土原保育園

10:00～10:30

山口県漁協玉江
浦支店裏駐車場
10:45～11:05

椿西小学校

13:00～13:35

椿保育園

13:45～14:15

春日保育園

14:30～14:55

木間
小･中学校

15:50～16:20

3 木
（第2・4）

大井保育園

9:50～10:15

オアシス
はぎ園

10:20～10:45

山口県漁協
大井湊支店
10:55～11:20

山口県漁協
大井浦支店
11:30～11:50

大井
小・中学校

13:00～13:30

越ケ浜小学校

13：50～14:10

越ケ浜せり場

14:20～15:05

椿の郷

15:15～15:45

4 金
（第2・4）

住の江保育園

9:30～9:55

萩総合支援
学校

10:10～10:40

日の丸保育園

11:00～11:40

椿東小学校

13:00～13:40

椿東保育園

14:00～14:30

越ケ浜保育園

15:15～15:45

越ケ浜中学校

16:10～16:25

5 火
（第1・3）

佐々並小学校

10:20～10:35

あさひ保育園
佐々並分園
10:45～11:15

ちはるえん

13:40～14:10

福祉複合施設
「つばき」

14:30～15:30

6 水
（第1・3）

あさひ保育園

9:30～9:50

白水小学校

10:20～10:40

川上中学校

13:20～13:40

かわかみ苑

13:50～14:20

川上公民館

14:25～14:40

川上小学校

14:45～15:15

川上保育園

15:25～15:55

7 火
（第2・4）

福栄小学校

10:15～10:35

むつみ保育園

11:00～11:20

むつみ園

11:25～11：45

むつみ中学校

13:00～13:35

華房福栄

14:05～14:30

福川保育園

14:40～15:10

8 水
（第2・4）

むつみ小学校

10:10～10:35

紫福園

11：00～11:25

福栄中学校

13:10～13:30

萩市役所
紫福支所

13:45～14:00

紫福保育園

14:10～14:35

9 月
（第２）

大島渡船場

11:30～11:50

大島
小・中学校

12:00～12:15

大島保育園

12:15～12:40

ま
な
ぼ
う
号
︵
須
佐
・
田
万
川
地
域
︶

田
万
川

火
（月2回）

介護サービス
ぬくもり

10:30～10:45

小川交流
センター

11:05～11:20

田万川保育園
小川分園

12:45～13:00

小川小学校

13:00～13:40

阿北苑

13:50～14:05

田万川保育園

14:20～14:35

八幡集会所

14:45～15:00

須
佐
Ａ

毎週水
すさ苑

10:30～10:45

生活支援
ハウス寿

10:50～11:10

須佐保育園

12:45～13:05

須佐中学校

13:10～13:40

みやこ編物

14:05～14:20

育英元気っ子

14:35～14:55

須佐総合
事務所

15:00～15:20

弥
富 毎週木

多磨小学校

10:10～10:30

田万川コミュニ
ティセンター
10:45～11:00

弥富小学校

13:00～13:20

森林組合
須佐支所

13:25～13:40

弥富公民館

13:45～14:00

鈴野川
健康増進施設
14:20～14:35

るーらる
SHOP315

15:00～15:15

須
佐
Ｂ

毎週金
山口県漁協
須佐支店

10:30～10:45

しんわ苑

12:30～12:45

育英小学校

12:55～13:30

　移動図書館は、図書館から遠い地域の方にも気軽に利
用していただくために、市内全域 13 コースを巡回して
います。
　４月から「華

は な ぶ さ

房福栄」が新しくコースに加わります。

館移 動 図 書

４月〜９月前 期

萩図書館（25・6355）
須佐図書館（08387・6・5500）

問い合わせ

わくわく号
（日の丸保育園）

４月から
「華房福栄」へ
の巡回を始め
ます！

まなぼう号
（多磨小学校）

巡回予定表
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２
月
１
日
～
29
日
で
、
４
３
７

件
５
４
５
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

平
成
27
年
度
の
累
計
（
２
月
29

日
現
在
）
は
、１
万
２
２
３
３
件
、

１
億
３
９
０
８
万
８
２
２
２
円
で

す
。

【
１
万
円
】林
は
や
し
た
か
ゆ
き

貴
之
、山や
ま
が
た
と
も
ひ
こ

縣
知
彦（
以

上
東
京
都
）、石い
し
と
び
ひ
ろ
と

飛
博
人（
大
阪
府
）

※
本
人
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
も

の
の
み
掲
載
（
３
件
）。
敬
称
略
。

ふ
る
さ
と
寄
付

※
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
か
ら
申
し

込
み
を
さ
れ
た
方
は
、
萩
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。　
　

◦
金
子
明あ
き
らさ
ん（
埼
玉
県
）か
ら
、

伊
藤
博
文
・
長お
さ
だ
し
ゅ
う
と
う

田
秋
濤
の
写
真

◦
萩
市
立
椿
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
、
現
金
３
万
５
０
０
０
円

◦
岡
野
雅ま
さ
は
る

治
さ
ん
（
椿
東
）
か
ら

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
植
樹
苗
１
本

◦
萩
高
校
27
期
か
ら
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
の
植
樹
苗
５
本

寄
付

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
（
高
齢
者
向

け
）
を
支
給

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵

が
及
び
に
く
い
高
齢
で
所
得
の
低

い
方
を
支
援
す
る
た
め
、
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

■
給
付
対
象
者　

昭
和
27
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
平
成

27
年
度
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課

税
さ
れ
な
い
方

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は

対
象
外
で
す
。

•
本
人
を
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
が

課
税
さ
れ
て
い
る
場
合

◦
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

■
給
付
額　

１
人
に
つ
き
３
万
円

■
申
請
方
法　

４
月
上
旬
に
対
象

と
見
込
ま
れ
る
方
に
、申
請
書
、返

信
用
封
筒
等
を
同
封
し
郵
送
し
ま

す
の
で
、①
返
信
封
筒
で
郵
送
、②

市
役
所
ロ
ビ
ー
申
請
受
付
特
設

コ
ー
ナ
ー
、各
総
合
事
務
所
、支

所
、出
張
所
に
申
請

※
基
準
日（
平
成
27
年
１
月
１
日
）

以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
基
準

日
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
市
町

村
に
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
期
間　

４
月
11
日
～
７
月

11
日
（
原
則
、
申
請
期
間
以
外
の

申
請
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

※
申
請
受
付
後
、
約
１
カ
月
後
を

目
途
に
支
給
し
ま
す
。

※
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
厚
生

労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
福

祉
政
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
５
７
０
・
０
３
７
・
１
９
２
）

◎
臨
時
福
祉
給
付
金
詐
欺
に
ご
注

意
を

　

臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
し
て
、

次
の
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど

が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
の
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）

の
操
作
を
お
願
い
す
る

◦
給
付
の
た
め
に
、
手
数
料
な
ど

の
振
り
込
み
を
求
め
る

※
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
等
の
手
当
額

が
変
わ
り
ま
す

　

毎
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の
変

動
に
応
じ
て
手
当
額
を
改
定
し
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
各
手
当

額
は
、0.8
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
、

表
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

児
童
扶
養
手
当
＝
子
育
て
支
援
課

（
２
５
・
３
２
５
９
）、そ
の
他
手
当

＝
福
祉
支
援
課（
２
５
・３
５
２
３
）

指
定
ご
み
袋
の
無
料
配
布

は
４
月
中
旬
か
ら

　

市
で
は
、
世
帯
人
数
に
応
じ
て

指
定
ご
み
袋
を
無
料
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
世
帯
人
数
の
確
定
は
、

４
月
８
日
時
点
の
住
民
基
本
台
帳

に
よ
り
行
う
た
め
、
各
町
内
会
等

へ
の
ご
み
袋
の
配
送
は
４
月
中
旬

か
ら
５
月
下
旬
に
か
け
て
順
次
行

い
ま
す
。

※
無
料
配
布
し
た
指
定
ご
み
袋

（
燃
や
せ
る
ご
み
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
）を
燃
や
せ
な
い
ご

み
の
袋
や
収
集
券
等
へ
交
換
を
希

手当（月額） 3月まで 4月から

児童扶養
手当

全部支給 42,000円 42,330円

一部支給 9,910円～
41,990円

9,990円～
42,320円

特別児童
扶養手当

１級 51,100円 51,500円
２級 34,030円 34,300円

特別障がい者手当 26,620円 26,830円
障がい児福祉手当

14,480円 14,600円
経過的福祉手当
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望
さ
れ
る
場
合
は
、環
境
衛
生
課
、

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門
、

支
所
・
出
張
所
に
ご
持
参
く
だ
さ

い
（
１
枚
か
ら
交
換
で
き
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課（
２
５
・
３
１
４
６
）、

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

訂
正
と
お
詫
び

　

市
報
３
月
15
日
号（
５
ペ
ー
ジ
）

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
の
山

元
隆り
ゅ
う
じ
史
さ
ん
（
萩
商
工
高
）
の
よ

み
仮
名
に
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

（
誤
）た
か
ふ
み
→（
正
）り
ゅ
う
じ

　

市
報
３
月
15
日
号（
５
ペ
ー
ジ
）

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
の
全

国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
の
開
催

日
・
会
場
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

（
正
）３
月
19
日
・
20
日
、東
京
都

世帯人数
燃やせる

ごみ
（青色）

プラスチック
製容器包装
（黒色）

1〜2人 20枚 10枚

3〜4人 40枚 10枚

5人以上 40枚 20枚

■無料配布枚数

※交換は無料配布した枚数が上限。

無料配布した
指定ごみ袋

交換可能な
ごみ袋等

燃やせるごみ
（大）

燃やせるごみ（小）
プラスチック製容
器包装
燃やせないごみ
収集券

プラスチック
製容器包装

燃やせるごみ（大）
燃やせるごみ（小）
燃やせないごみ
収集券

　平成 28 年度の市税の納期は、次のとおりです。納期
内の納付をお願いします。

平成28年度の市税納期

　　　 固定資産税・都市計画税 市県民税
第１期   5月16日～5月31日   6月16日～30日 
第２期   7月16日～8月1日   8月16日～31日
第３期 12月16日～1月4日 10月16日～31日
第４期   2月16日～2月28日   1月16日～31日

軽自動車税
全　期             5 月 16 日～ 31 日

※納付書が届き次第、早めに納めることもできます。
　なお、納期を過ぎて支払う場合、督促料や延滞金がか
かる場合があります。
※昨年度から、公の記載のある納付書は、これまでのお
支払い場所に加え、中国５県内のゆうちょ銀行・郵便局
の窓口でお支払いができるようになりました。
◎便利で確実な口座振替をぜひご利用ください
　一度手続きすると納期限に振替するため、納付書を紛
失したり、納期限を忘れる心配がありません。
■手続きに必要なもの　通帳、通帳の印鑑、納税通知書
■手続場所　金融機関、収納課、各総合事務所市民窓口
部門、支所・出張所
※振替開始は手続きの翌月以降の納期分からです。
■取り扱い金融機関
　山口銀行、萩山口信用金庫、西京銀行、もみじ銀行、
　あぶらんど萩農業協同組合、山口県漁業協同組合、中
　国労働金庫、信用組合広島商銀、西中国信用金庫、北
　九州銀行、ゆうちょ銀行
 問い合わせ　収納課（２５・３５７５）

○

こんなとき 手続きに必要なもの

国保に
入るとき

他の市区町村から転入した 転出証明書

職場の健康保険を脱退した※ 職場の健康保険の資格喪失
証明書

子どもが生まれた 保険証
生活保護を受けなくなった※ 保護廃止決定通知書

国保を
やめる
とき

他の市区町村へ転出する※ 保険証

職場の健康保険に加入した・
被扶養者になった

国保の保険証と職場の健康
保険の保険証（未交付の場
合は資格取得証明書）

被保険者が死亡した 保険証
生活保護を受け始めた※ 保険証・保護開始通知書
学生用の保険証の交付を受け
ていたが卒業した（引き続き
市外に住所を有する方）

保険証・卒業証明書など卒
業が確認できるもの

その他

市内で住所が変わった 保険証
世帯主や氏名が変わった 保険証
就学のため、子どもが他の市
区町村に住む 保険証・在学証明書

保険証を紛失した、あるいは
汚して使えなくなった

運転免許証など身分を証す
るもの

（すべての届出について、世帯主・対象被保険者の個人番号通知カード、印鑑、
窓口に来られる方の本人確認書類が必要です）

こ
ん
な
と
き
に
は

必
ず
14
日
以
内
に
届
出
を
！

国
民
健
康
保
険

者
の
資
格
を
取
得
し
た
日
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

※
保
険
料
通
知
等
の
文
書
は
世
帯

主
宛
に
送
付
し
ま
す
の
で
、必
ず

開
封
し
て
内
容
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
保
険
年
金
係（
２
５
・
３
１

４
７
）、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓

口
部
門
、
支
所
・
出
張
所

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
、
脱
退

等
さ
れ
る
と
き
は
、
事
由
が
生
じ

た
時
か
ら
必
ず
14
日
以
内
に
届
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
る
場
合
は
、
14
日
を
過
ぎ
て
届

出
を
さ
れ
る
と
届
出
日
前
の
期
間

中
に
か
か
っ
た
医
療
費
が
全
額
自

己
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
加

入
の
届
出
日
で
は
な
く
、被
保
険

※必要書類が整っていれば 14 日前から手続きが可能です。
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障
害
者
差
別
解
消
法
が
始

ま
り
ま
す

　

４
月
か
ら
「
障
害
者
差
別
解
消

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法

律
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い

人
と
が
、
平
等
な
機
会
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
共
生
す
る

社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
を
理
由
に
、サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、制
限
し

た
り
、条
件
を
付
け
た
り
す
る
よ

う
な
行
為
は
「
不
当
な
差
別
的
取

り
扱
い
」に
当
た
り
ま
す
。ま
た
、

障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
何
ら
か
の

配
慮
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
、負

担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、合
理
的
な
配

慮
を
行
わ
な
い
「
合
理
的
配
慮

の
不
提
供
」が
差
別
に
当
た
り
ま

す
。さ
ら
に
、障
が
い
の
あ
る
方
の

権
利
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
も

差
別
に
当
た
り
ま
す
。た
だ
し
、正

当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て

は
、こ
れ
に
当
た
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
支
援
課
（
２
５
・
３
５
２
３
）

建
築
士
の
派
遣
に
よ
る
無

料
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修

の
補
助

○
無
料
耐
震
診
断
員
派
遣

　

住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
建
築
士
を
派
遣
し
て
無
料
で

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
い
ま

す
。

■
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建

て
の
木
造
住
宅

■
募
集
戸
数　

18
戸

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
～
12
月

16
日

○
耐
震
改
修
費
補
助

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建

て
の
木
造
住
宅

■
補
助
率　

費
用
の
３
分
の
２
以

内
（
上
限
60
万
円
）

■
募
集
戸
数　

３
戸

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
～
10
月

31
日

○
耐
震
診
断
費
補
助

　

一
定
規
模
以
上
の
公
共
的
建
築

物
の
耐
震
診
断
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

■
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
も
の

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

建
築
物

◦
幼
稚
園
、保
育
園
で
２
階
建
以
上
、

床
面
積
が
合
計
５
０
０
㎡
以
上

◦
病
院
、診
療
所
で
３
階
建
以
上
、

床
面
積
が
合
計
１
０
０
０
㎡
以
上

◦
緊
急
輸
送
道
路
沿
い
に
建
つ
建

築
物
で
地
震
時
に
道
路
を
ふ
さ
ぐ

お
そ
れ
の
あ
る
も
の
で
、
指
定
さ

れ
た
も
の
な
ど

■
補
助
率　

費
用
の
３
分
の
２
以

内
（
上
限
２
０
０
万
円
）

■
募
集
棟
数　

数
棟

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
～
12
月

16
日申

し
込
み

建
築
課
（
２
５
・
３
６
９
３
）

田
床
山
散
策
と
山
の
幸
を

味
わ
う
会

■
と
き　

４
月
17
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分
（
受

付
９
時
15
分
～
）

■
と
こ
ろ　

田
床
山
中
央
広
場

※
現
地
集
合
が
困
難
な
方
は
、
申

込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

田
床
山
散
策
、
山
野
草

収集日 収集地区
４月18日㈪

～22日㈮
新川西・南区、前小畑２
区、後小畑

４月25日㈪
～28日㈭

平安古、城東中・北区、恵
美 須 町、樽 屋 町、今 魚 店
町、瓦町、上五間町、霧口

5月9日㈪
　～13日㈮

土原1 区、江向全区、堀内、
城東南区、西田町、今古萩
町、倉江、越ケ浜全区、無
田ヶ原口の1・2、古萩町

５月16日㈪
～20日㈮

土原2・3区、橋本町、川島、
御許町、下五間町、中津江
全区、上野の1・2、船津、
目代、無田ヶ原、県住無田
ヶ原団地、県住第2 無田ヶ
原団地、県住東萩団地、玉
江浦2 区

５月23日㈪
～27日㈮

浜崎新町3 区、浜崎3 区、
沖原、大屋、濁淵、椿町、雑
式町、桜江、玉江3 区、三見
浦1 ～4 区、三見蔵本、東
田町東区、中小畑、香川津

５月30日㈪  
～6月3日㈮ 金谷

　

ハ
エ
、
蚊
等
の
害
虫
が
発
生
す

る
季
節
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
、

側
溝
清
掃
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
市
で
は
側
溝
か
ら
出
た
汚

泥
を
表
の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

【
お
願
い
】

○
側
溝
清
掃
は
、
汚
泥
収
集
計
画

表
の
収
集
日
直
前
の
土
曜
日
ま
た

は
日
曜
日
に
町
内
会
単
位
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
実
施
日
が
変
更
さ
れ
る
町
内
会

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
町
内

会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
高
齢
の
方
や
病
弱
な
方
な
ど
清

掃
作
業
が
困
難
な
方
に
は
、
町
内

会
で
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
長
期
間
清
掃
せ
ず
汚
泥
が
堆
積

し
て
い
る
場
所
が
な
い
か
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
汚
泥
は
交
通
の
支
障
に
な
ら
な

い
場
所
に
ま
と
め
、
集
積
場
所
を

環
境
衛
生
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
汚
泥
以
外
の
ご
み
は
収
集
で

き
ま
せ
ん
。

○
収
集
車
が
入
れ
な
い
所
や
見
え

に
く
い
所
は
収
集
が
困
難
で
す
の

で
、
必
ず
広
い
道
路
、
通
路
ま
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
交
通
事
故
等
が
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

○
環
境
衛
生
課
の
窓
口
で
土
の
う

袋
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
土
の
う

袋
で
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
（
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
段
ボ
ー
ル
箱

等
で
も
可
）。
バ
ー
ル
、
蓋
上
げ

器
等
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
に
環
境
衛
生
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
６
６
１
）

側
溝
清
掃（
萩
地
域
）に
ご
協
力
を
！

■汚泥収集計画表



市報HAGI●2016（平成28）年４月１日号23

の
天
ぷ
ら
づ
く
り

※
雨
天
の
場
合
、
田
床
山
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
で
調
理
の
み
実
施
。

■
定
員　

30
人
程
度

■
持
参
品　

弁
当
（
お
に
ぎ
り
程

度
）、
飲
み
物

※
山
歩
き
の
で
き
る
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

２
０
０
円（
材
料
費
）

主
催
・
申
し
込
み

４
月
14
日
ま
で
に
、
農
林
振
興
課

（
２
５
・
４
１
９
４
）
へ

中
央
女
性
セ
ミ
ナ
ー

■
と
き　

４
月
15
日
（
金
）
午
前

11
時
～
正
午（
受
付
10
時
30
分
～
）

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

健
康
体
操
の
体
験

■
講
師　

萩
市
健
康
増
進
課
保
健
師

■
定
員　

10
人
程
度
（
萩
地
域
連

合
婦
人
会
会
員
と
合
わ
せ
て
50
人

程
度
）

■
持
参
品　

バ
ス
タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み

４
月
11
日
ま
で
に
、
中
央
公
民
館

（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

山
口
県
健
康
福
祉
祭
美
術

展
の
作
品

　

６
月
18
日
～
20
日
に
防
府
市
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
、
山
口
県
健
康
福
祉
祭
美
術
展

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
美

術
展
で
の
優
秀
作
品
は
、
10
月
に

開
催
さ
れ
る
「
全
国
健
康
福
祉
祭

な
が
さ
き
大
会
美
術
展
」
に
出
品

さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者　

60
歳
以
上
（
昭
和
32

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

■
募
集
作
品　

日
本
画
、
洋
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

※
１
人
１
点
、
未
発
表
作
品
に
限

る
（
複
数
部
門
へ
の
出
品
不
可
）。

■
申
込
方
法　

４
月
20
日
ま
で

に
、
高
齢
者
支
援
課
、
各
総
合
事

務
所
、
老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
を
提
出

申
し
込
み　

高
齢
者
支
援
課

（
２
５
・
３
１
３
７
）、
各
総
合
事

務
所
市
民
窓
口
部
門

江え

舟ふ
ね

岳だ
け

の
ホ
ン
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
群
生
地
の
観
察
会

　

里
山
の
現
状
を
理
解
す
る
た

め
、
川
上
地
域
の
江
舟
岳
山
頂

（
標
高
約
６
０
０
ｍ
）
付
近
の
約

５
０
０
本
の
ホ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を

観
察
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
14
日
（
土
）、
15

日
（
日
）、21
日
（
土
）、22
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

江
舟
岳
山
頂
付
近

※
中
央
公
園
駐
車
場
ま
た
は
川
上

公
民
館
前
に
集
合
。

■
講
師　

永
井
要よ
う
め
い
明
（
自
然
観
察

指
導
員
）

■
持
参
品　

弁
当
、
水
筒
、
カ
メ

ラ
、
雨
具
、
杖
な
ど

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
、
北
浦

自
然
観
察
会
（
０
９
０
・
８
２
４

０
・
９
７
８
５
）
永
井

萩
人
形
教
室 

参
加
者

　

針
金
を
中
心
に
綿
や
布
で
作
ら

れ
る
、
愛
ら
し
い
萩
人
形
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

４
月
25
日
か
ら
の
毎
月

第
４
月
曜
日
、
午
後
１
時
～
４
時

（
全
12
回
）

■
と
こ
ろ　

渡
辺
蒿こ
う
ぞ
う蔵
旧
宅
（
江

向
）

■
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

初
回
の
み
１
０
０
０

円
、
２
回
目
か
ら
は
２
０
０
円

申
し
込
み

４
月
20
日
ま
で
に
、
渡
辺
蒿
蔵
旧

宅
（
２
２
・
１
０
５
５
）
へ

　

春
は
新
入
学
後
の
子
ど
も
た

ち
の
不
慣
れ
な
登
下
校
や
、
レ

ジ
ャ
ー
の
活
発
化
、
県
内
外
か
ら

の
観
光
客
の
増
加
等
に
よ
り
交
通

事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
学
校
や
職
場
な
ど

を
あ
げ
て
の
交
通
事
故
撲
滅
を
め

ざ
す
各
種
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

交
通
安
全
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点
目
標　

①
子
ど
も

と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
②

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
自

転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹

底
）、
③
後
部
座
席
を
含
め
た
す

べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底
、④
飲
酒
運
転
の
根
絶
、

⑤
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
推
進
（
山

口
県
重
点
目
標
）

※
毎
月
９
日
は
「
反
射
材
着
用
推

進
の
日
」、
４
月
10
日
は
「
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期間中の主な行事 と　き ところ
「ゆっくり走ろう萩の道」
キャンペーン

6日（水）
10：00〜11：00

道の駅「萩往還」
パーキング

萩交通安全協会婦人部
キャンペーン

7日（木）
14：00〜15：00

大井大
お お と

渡パーキング
（国道191号）

シルバー安全運転
コンテスト

9日（土）
9：00〜12：00 萩自動車学校

ルート191セーフティー
ロードキャンペーン

11日（月）
14：00〜15：00

道の駅「ゆとりパー
クたまがわ」先

（国道191号）
むつみ地域交通安全
キャンペーン

12日（火）
7：15〜7：45 吉部下鍛冶屋交差点

交通安全
グラウンドゴルフ大会

12日（火）
8：30〜12：00

阿武川河川公園
白上球技場

福栄地域交通安全
キャンペーン「マスコッ
ト作戦」

12日（火）
9：00〜10：00

旧JAあぶらんど萩
福川支所横

川上地域交通安全
キャンペーン「マスコッ
ト作戦」

13日（水）
7：00〜8：00 川上京

きょうどこ
床

やまびこキャンペーン 15日（金）
7：30〜8：00

むつみＢ＆Ｇ海洋セ
ンター前（県道13号）

〜
住
み
よ
い
山
口 

い
つ
も
心
に 

交
通
安
全
〜

４月
６〜15日
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市
役
所
嘱
託
職
員

○
社
会
教
育
指
導
員

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

５
月
１
日
～
平
成

29
年
３
月
31
日

■
勤
務
時
間　

週
30
時
間

■
勤
務
場
所　

文
化
・
生
涯
学
習

課
（
市
民
館
内
）

■
勤
務
内
容　

公
民
館
活
動
等
に

関
す
る
業
務

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
公
民

館
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、
市
税

等
の
滞
納
の
な
い
方
（
滞
納
が
あ

る
場
合
は
３
カ
月
以
内
の
完
納
が

見
込
め
る
方
）、
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
が
使
え
る
方

■
報
酬　

月
額
16
万
円

※
社
会
保
険
あ
り
。

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接

■
申
込
方
法　

４
月
15
日
ま
で

に
、市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
郵
送
（
必
着
）
ま
た
は
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
文

化
・
生
涯
学
習
課（
２
５
・
３
５
９

０
）

○
介
護
保
険
認
定
調
査
員

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

５
月
１
日
～
平
成

29
年
３
月
31
日

■
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
勤
務
場
所　

高
齢
者
支
援
課

（
本
庁
）

■
勤
務
内
容　

要
介
護
認
定
訪
問

調
査

■
応
募
資
格　

看
護
師
、
社
会
福

祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援

専
門
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

す
る
方

■
報
酬　

月
額
14
万
６
５
０
０
円

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接

■
申
込
方
法　

４
月
15
日
ま
で

に
、市
販
の
履
歴
書（
写
真
貼
付
）、

資
格
の
写
し
を
添
え
て
郵
送
（
必

着
）
ま
た
は
持
参

問
い
合
わ
せ

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
高

齢
者
支
援
課
（
２
５
・
３
８
１
３
）

初
心
者
の
た
め
の
菊
づ
く

り
教
室

■
と
き　

５
月
～
12
月
の
月
３
～

４
回
程
度
、
午
前
９
時
～
10
時

■
と
こ
ろ　

旧
田
中
別
邸
駐
車
場

（
平
安
古
町
）

■
内
容　

萩
市
花
と
緑
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
懸
け
ん
が
い崖
菊
・
大
菊
３

本
仕
立
て
・
福
助
菊
づ
く
り

■
応
募
資
格　

原
則
、
全
講
義
に

参
加
で
き
る
方

■
参
加
料　

２
０
０
０
円
程
度

（
材
料
代
）

※
作
業
が
で
き
る
服
装
で
、
手
袋

を
持
参
。

■
主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会

申
し
込
み

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
１
６
０
）

中
央
公
民
館
教
室

　

平
成
28
年
度
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
報
４
月

１
日
号
と
一
緒
に
配
布
し
て
い

る
「
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
メ

ニ
ュ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

■
内
容　

料
理
、お
菓
子
、パ
ン
、

健
康
、手
芸
、白
磁
ペ
イ
ン
ト
、学

び
、萩
ま
ち
な
か
カ
レ
ッ
ジ
、高
齢

者
学
級

主
催
・
申
し
込
み

４
月
１
日
～
15
日
に
、
中
央
公
民

館
（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

　

市
で
は
、
ま
ち
の
空
間
や
人
々

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
講
座

を
開
設
し
ま
す
。

■
定
員　

各
10
～
15
人
（
８
月
５

日
の
講
座
は
、
親
子
で
15
組
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
満

た
な
い
場
合
は
随
時
受
付
。
複
数

の
講
座
が
受
講
で
き
ま
す
。

■
受
講
料　

１
講
座
５
０
０
円

（
別
途
材
料
費
）

主
催
・
申
し
込
み

４
月
１
日
～
15
日
に
、
中
央
公
民

館
（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

募集

萩
ま
ち
な
か
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生

とき 時間 演題 講師 ところ

5/30 
㈪ 13:30～15:00 正しいダイエット法で

医者要らず
中川賢

けんいちろう

一郎
（スポーツトレ
ーナー）

総合福祉セン
ター

6/2 
㈭ 10:00～11:00 対話力向上で人生を楽

しくプロデュース
馬場真

しんいち

一
（コーチングコ
ーチ）

中央公民館

8/5 
㈮

9:30～12:00

夏休み特集！！
親子で楽しめる収穫体
験（新鮮なミニトマト
を食べよう！）

藤井敬
け い じ

治
細田 実

みのる

（平蕨台共同生
産組合職員）

平
ひらわらびだい

蕨台ミニ
トマト栽培
会場

9/15 
㈭

雑穀米を使って健康食
を食べよう

水
す い ず ま す み

津真澄
（薬膳インストラクター）

中央公民館
10/21 

㈮ 13:30～15:00 もっと楽しくコツをおぼ
えてイラストを描こう

國本愛
あい

（イラストレーター）

11/18 
㈮ 10:00～11:30 本物そっくりのパフェ

を作ってみよう！
北
きたがわあきほ

川秋穂
（スイーツアクセサ
リー作家）

12/9 
㈮ 13:30～14:30 新しい萩焼との出会い

熊
くまがいのぶちか

谷信力
（萩焼プロデュ
ーサー）

旧久保田家住
宅
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韓
国
語
講
座

　

韓
国
の
文
化
に
興
味
の
あ
る
韓

国
語
初
心
者
の
方
を
対
象
と
し
た

講
座
で
す
。

■
と
き　

４
月
19
日
か
ら
の
毎
週

火
曜
日
、
午
後
７
時
～
８
時
（
第

１
期
、
全
15
回
）

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
対
象
者　

高
校
生
以
上

■
講
師　

李イ
ム
ン
サ
ン

文
相

■
定
員　

15
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

■
受
講
料　

１
万
２
０
０
０
円

（
15
回
分
）

■
申
込
方
法　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

４
月
17
日
ま
で
に
、
サ
ン
ラ
イ
フ

萩
（
２
６
・
１
３
３
３
）
へ

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　

介
護
職
員
と
し
て
必
要
な
基
礎

的
な
技
術
と
知
識
を
身
に
付
け
る

た
め
の
研
修
で
す
。

■
と
き　

４
月
23
日
～
７
月
23
日

の
毎
週
土
曜
日
、
午
前
９
時
～
午

後
６
時

■
と
こ
ろ　

福
祉
複
合
施
設
つ
ば

き■
内
容　

面
接
授
業
13
回
、
添
削

指
導
（
通
信
講
座
）
４
回
（
全

１
３
６
時
間
）

■
対
象
者　

全
日
程
受
講
で
き
る

方■
定
員　

30
人

■
受
講
料　

５
万
６
１
５
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
込
方
法　

４
月
15
日
ま
で

に
、
か
が
や
き
備
え
付
け
の
申
込

書
を
提
出

問
い
合
わ
せ

萩
市
社
会
福
祉
事
業
団

（
２
４
・
４
１
１
１
）

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

　

介
護
専
門
職
と
し
て
の
専
門
性

を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・

援
助
技
術
の
修
得
を
図
り
、
国
家

資
格
で
あ
る
介
護
福
祉
士
の
取
得

を
目
指
し
ま
す
。

■
と
き　

６
月
１
日
～
11
月
30
日

■
と
こ
ろ　

福
祉
複
合
施
設
つ
ば

き■
内
容　

面
接
授
業
、
添
削
指
導

（
通
信
講
座
）

※
面
接
授
業
の
期
間
は
７
月
３
日

～
８
月
28
日
の
内
９
日
間
。

■
対
象
者　

介
護
福
祉
士
の
取
得

に
向
け
て
意
欲
が
あ
る
方

■
定
員　

30
人

■
申
込
方
法　

４
月
30
日
ま
で

に
、
か
が
や
き
備
え
付
け
の
申
込

書
を
提
出

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
市
社
会
福
祉
事
業
団

（
２
４
・
４
１
１
１
）

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

講
座
（
春
期
）

　

萩
市
や
近
郊
に
お
住
い
の
外
国

人
の
方
が
円
滑
に
生
活
で
き
る
よ

う
、
基
礎
的
な
日
本
語
と
日
本
文

化
を
学
ぶ
た
め
の
講
座
で
す
。

■
と
き　

４
月
13
日
～
７
月
６
日

の
毎
週
水
曜
日
（
５
月
４
日
は
休

講
）、午
後
７
時
～
９
時（
全
12
回
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

初
級
ク
ラ
ス

■
講
師　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
受
講
料　

１
０
０
０
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
）

※
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
（
資
格
・
経
験
不
問
）。

主
催
・
申
し
込
み

日
本
語
ク
ラ
ブ
萩（
０
９
０
・
７
７

７
８
・
５
７
５
９
）
中
嶋

　

市
で
は
、
結
婚
に
よ
る
定
住
人

口
の
増
加
、
若
者
の
定
着
を
図
る

た
め
、
平
成
20
年
５
月
か
ら
結
婚

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
今

年
２
月
ま
で
の
登
録
者
は
、
３
７

３
人
（
男
性
１
９
９
人
、
女
性
１

７
４
人
）
で
、
そ
の
う
ち
31
組
が

成
婚
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
本
庁
の
別
館
で
、
３
人

の
結
婚
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
、

登
録
し
た
方
同
士
を
紹
介
し
ま

す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
が
良
縁
に

恵
ま
れ
る
よ
う
、
相
談
員
が
独
身

男
女
の
出
会
い
を
応
援
し
ま
す
。

■
相
談
日　

原
則
と
し
て
毎
週

火
・
金
曜
日
、毎
月
第
１
・
３
土
曜

日
と
第
４
日
曜
日
、午
前
９
時
～

午
後
４
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）

■
と
き
（
４
月
分
）　

４
月
１
日

（
金
）、２
日
（
土
）、５
日
（
火
）、

８
日
（
金
）、12
日
（
火
）、15
日

（
金
）、16
日
（
土
）、19
日
（
火
）、

22
日（
金
）、24
日（
日
）、26
日（
火
）

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
別
館

２
階

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
結
婚
を

希
望
す
る
20
歳
以
上
の
独
身
男
女

■
相
談
の
流
れ

①
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
相
談
日
時

を
予
約

②
結
婚
相
手
の
紹
介
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
相
談
所
備
え
付
け
の

申
込
書
を
記
入
、
提
出

③
登
録
者
の
中
か
ら
、
希
望
の
条

件
に
合
う
方
を
、
本
人
の
了
解
を

得
た
上
で
紹
介

■
登
録
方
法　

結
婚
相
談
所
備
え

付
け
の
申
込
書
に
次
の
書
類
を
添

え
て
提
出

•
写
真
２
枚
（
撮
影
後
１
カ
月
以

内
、
上
半
身
を
撮
影
し
た
サ
ー
ビ

ス
サ
イ
ズ
）

•
独
身
証
明
書
１
通
（
本
籍
地
の

市
区
町
村
役
場
で
本
人
申
請
の
み

交
付
可
）

※
申
込
時
に
本
人
確
認
が
で
き
る

書
類
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
萩

市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き

適
正
に
取
り
扱
い
ま
す
。

主
催
・
申
し
込
み

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
４
２
１
）

結
婚
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
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ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会

　

講
演
前
に
、「
萩
ジ
オ
パ
ー
ク

構
想
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
」

を
初
上
映
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
７
日
（
木
）
午
後

７
時
～
８
時
30
分

■
と
こ
ろ　

至
誠
館
大
学
明
教
館

１
号
棟
（
１
０
２
教
室
）

※
市
報
３
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ

し
た
会
場
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

※
市
役
所
前
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
（
午
後
６
時
10

分
、
６
時
40
分
～
。
帰
路
も
運
行

あ
り
）。

■
演
題　
（
仮
）
ジ
オ
パ
ー
ク
と

は
何
か
～
ジ
オ
パ
ー
ク
と
地
域
づ

く
り
～

■
講
師　

尾お
い
け池

和
夫
（
元
京
都
大

学
総
長
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
学

長
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
委

員
長
）

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推

進
協
議
会
、
萩
市

問
い
合
わ
せ

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課

　
　
　
　
　
（
２
１
・
７
７
６
５
）

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

日
本
工
芸
会
山
口
支
部
会
員
の

陶
芸
、
硯
す
ず
り、
金
工
、
漆
芸
の
４
部

門
の
新
作
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
会
員
に
よ
る
展
示
品
解
説

■
と
き　

４
月
９
日
（
土
）、
10

日
（
日
）、16
日
（
土
）、17
日
（
日
）

午
後
２
時
～

■
観
覧
料　

一
般
・
学
生
３
０
０

円
、70
歳
以
上
・
18
歳
以
下
は
無
料

　
　

４
月
７
日（
木
）〜
17
日（
日
）

第
39
回 

山
口
伝
統
工
芸
展■

休
館
日　

４
月
11
日
（
月
）

◎
萩
市
の
受
賞
者

▽
日
本
工
芸
会
山
口
支
部
長
賞　

岡
田
泰や
す
し（
椿
東
）▽
ｙ
ａ
ｂ
山
口

朝
日
放
送
賞　

松
尾
優ゆ
う
こ子（
椿
）▽

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
口
・
土
の
華
賞

松
尾
藻そ
う
ふ
う

風（
椿
）▽
下
関
大
丸
賞　

波
多
野
英ひ
で
お生（

堀
内
）

　

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
に

か
け
て
欧
州
美
術
工
芸
界
で
花
開

い
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
。ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
の
ガ
ラ
ス

工
芸
で
は
世
界
屈
指
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
誇
る
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

フ
美
術
館
所
蔵
品
か
ら
約
１
４
０

点
を
紹
介
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円
、18
歳

以
下
は
無
料

■
休
館
日　

５
月
９
日
、23
日
、30

日
、６
月
13
日
の
い
ず
れ
も
月
曜

日
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ツ
ア
ー

　

担
当
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説

で
す
。

■
と
き　

会
期
中
の
日
曜
日
、
午

前
11
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

２
階
展
示
室

※
参
加
無
料
、
観
覧
券
が
必
要
。

　
　

４
月
23
日（
土
）〜
６
月
19
日（
日
）

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
ガ
ラ
ス

特
別
展

人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

■
と
き　

４
月
12
日
（
火
）
午
前

10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
行

政
相
談
委
員
、
公
証
人

■
内
容　

人
権
相
談
（
家
庭
内
・

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
不
当
な
差

別
・
要
求
、
そ
の
他
人
権
に
関
わ

る
相
談
）、
行
政
相
談
（
国
の
仕

事
や
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
こ
と
）、
公
証
相
談
（
遺
言
書

な
ど
公
正
証
書
に
関
す
る
こ
と
）

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

消
費
生
活
無
料
法
律
相
談

■
と
き　

４
月
８
日
（
金
）
午
前

10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
弁
護
士　

馬う
ま
や
は
ら

屋
原
達た
つ
や矢

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
４
人
、
１
人
30
分
）

※
事
前
予
約
制
（
当
日
受
付
可
）。

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

無
料
法
律
相
談

■
と
き　

４
月
27
日
（
水
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
弁
護
士　

長
な
が
た
に谷

義よ
し
あ
き明

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
予
約
制
（
４
月
１
日
か
ら

受
付
開
始
）。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め

の
弁
護
士
電
話
法
律
相
談

　

ご
家
族
、
支
援
者
か
ら
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。

■
と
き　

４
月
12
日
、４
月
26
日
、

５
月
10
日
、
５
月
24
日
、
６
月
14

日
、
６
月
28
日
（
い
ず
れ
も
火
曜

日
）
午
前
10
時
～
正
午

■
相
談
内
容　

消
費
者
被
害
、
遺

言
、
相
続
、
成
年
後
見
、
財
産
管

理
、
介
護
、
虐
待
な
ど

■
相
談
受
付
電
話　

０
８
３
・
９
２
０
・
８
７
３
０

問
い
合
わ
せ

山
口
県
弁
護
士
会

（
０
８
３
・
９
２
２
・
０
０
８
７
）

△花器（カッコウ、マツヨイ
グサ）1899／1900年頃
エミール・ガレ、ナンシー
ⒸMuseum Kunstpalast, 
Dusseldorf, Foto: Studio 
Fuis - ARTOTHEK
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萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

高
杉
晋
作
の
恋
文（
ラ
ブ
レ
タ
ー
）

特
別
展　

高
杉
晋
作
１
５
０
年
祭
記
念

４
月
14
日（
木
）〜
５
月
８
日（
日
）ま
で

　

長
州
の
風
雲
児
は
、
何
を
信
じ

て
幕
末
の
動
乱
を
駆
け
抜
け
た
の

で
し
ょ
う
か
。
同
志
桂
小
五
郎
、

妻
マ
サ
、
愛
人
う
の
に
送
っ
た
手

紙
か
ら
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
等
身

大
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。

　

山
口
県
初
公
開
と
な
る
同
志
桂

小
五
郎
あ
て
、
愛
人
う
の
あ
て
の

手
紙
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

大
人
５
１
０
円
、高
・

大
学
生
３
１
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

■
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト　

大
人
１
５

４
０
円
、
高
・
大
学
生
９
２
０
円
、

小
・
中
学
生
３
１
０
円

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○信長協奏曲
○妖怪ウォッチ エンマ大王と5つの物語

○エール

上映中〜4/8

上映中〜4/10
4/11〜

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

◆
平
成
28
年
度
展
示
案
内

○
企
画
展
「
城
下
町
・
萩
の
ひ
み

つ
Ⅱ
」

５
月
14
日（
土
）～
７
月
３
日（
日
）

「
水
都
・
萩
」を
紹
介

○
特
別
展
「
衝
撃
！
ビ
ッ
グ
ア
ニ

マ
ル
大
接
近
」

７
月
15
日（
金
）～
９
月
25
日（
日
）

巨
大
生
物
の
世
界
を
一
挙
公
開

○
企
画
展
「
江
戸
時
代
の
科
学
と

技
術
」

10
月
８
日（
土
）～
12
月
４
日（
日
）

小
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
江
戸
時

代
の
科
学
技
術
を
学
び
ま
す
。

○
企
画
展
「
萩
・
夏
み
か
ん
物
語
」

12
月
17
日（
土
）～
平
成
29
年
４
月

９
日（
日
）

ま
ち
を
守
っ
た
夏
み
か
ん
を
紹
介

○
高
杉
晋
作
資
料
室

「
長ち
ょ
う
ぼ
う
し
ん
み
ん
ご
う
ぎ
し
ょ

防
臣
民
合
議
書
の
世
界
」

５
月
上
旬
〜

○
特
設
展
示
室
「
兄
松
陰
と
妹
文

〜
杉
家
の
家
族
愛
」（
杉
家
資
料
）

９
月
25
日
（
日
）
ま
で

未
内
定
の
新
卒
者
・
既
卒

者
の
皆
さ
ん
へ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩
で
は
、
就
職

活
動
を
継
続
中
の
新
卒
者
・
既
卒

者
に
対
し
、
就
職
が
決
ま
る
ま
で

の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
市
内
の
求

人
情
報
の
提
供
や
就
職
の
個
別
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

（
２
２
・
０
７
１
４
）

萩
市
民
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

■
と
き　

４
月
24
日
（
日
）
午
前

９
時
～

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
社
会
人

女
性

■
チ
ー
ム
編
成　

行
政
区
単
位
で

編
成
。
た
だ
し
、
チ
ー
ム
編
成
が

困
難
な
場
合
は
、
隣
接
行
政
区
と

の
混
成
出
場
可（
萩
地
域
以
外
は
、

地
域
単
位
で
の
チ
ー
ム
編
成
可
）。

25
歳
以
下
の
選
手
は
４
人
以
内
。

■
申
込
方
法　

４
月
18
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
書
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
２
５
・
７
３
１
１
）

萩
八
景
遊
覧
船

桜
観
賞
コ
ー
ス
運
航

　

河
添
や
江
向
地
区
の
川
土
手
に

咲
く
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
八
重
桜
な

ど
約
２
７
０
本
が
川
面
か
ら
楽
し

め
る
「
桜
観
賞
コ
ー
ス
」
を
運
航

し
て
い
ま
す
。

■
運
航
期
間　

４
月
10
日（
日
）ま

で 

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
受
付

は
午
後
４
時
ま
で
）

■
発
着
場
所　

指
月
橋
そ
ば（
堀

内
）

■
所
要
時
間　

約
60
分
（
通
常
よ

り
20
分
程
度
延
長
）

■
料
金　

大
人
１
２
０
０
円
、
小

学
生
以
下
６
０
０
円
（
通
常
料
金

と
同
じ
）、
３
歳
未
満
無
料

問
い
合
わ
せ

萩
八
景
遊
覧
船（
２
１
・７
７
０
８
）

茜あ
か
ね
や屋
出
雲
流
松し

ょ
う
き
ょ
う
か
い

喬
会

舞
踊
会

　

新
舞
踊
の
発
表
会
で
す
。

■
と
き　

４
月
10
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

茜
屋
出
雲
流
松
喬
会
（
２
２
・
７

０
８
５
）
波
田
野

祝
・
世
界
遺
産 

萩
〜
春し

ゅ
ん
ぷ
う風

の
茶ち
ゃ

花ば
な

展

　

野
に
咲
く
草
花
を
萩
焼
に
生
け

た
茶
花
展
で
す
。

■
と
き  

４
月
16
日
（
土
）、17
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル　

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

と
く
ぢ
茶
花
教
室（
０
９
０
・
５
７

４
７
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■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ
13:30 〜福栄保セ

●のびのび会
　福栄楽しく体を動かす会

毎週㊌
14 ㊍

田万川・須佐 地域
9:30 〜須佐保セ

14:00 〜須佐保セ
9:30 〜小川交流セ
9:30 〜弥富公民館

10:00 〜田万川保セ

　元気もりもり体操会
　みんなの健康運動教室
　萩市健康体操教室
　弥富元気クラブ
●すくすく相談会

7 ㊍
8 ㊎

12 ㊋
13 ㊌

萩健康福祉センター ☎25・2667
13 ㊌ 　Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウィルス検査

　（血液検査）（要予約）
　HTLV-1 抗体検査（血液検査）（要予約）
　骨髄ドナー登録会（要予約）
　エイズ抗体即日検査（要予約）

13:00 〜

13:00 〜
13:30 〜
14:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ
9:00 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

10:00 〜萩市保セ

11:00 〜中央公園
13:30 〜三見公民館

13:30 〜御許町公会堂
13:00 〜萩市保セ

13:30 〜小畑漁村コミュニティセ
13:30 〜越ヶ浜介護予防セ

13:30 〜椿東小地域ふれあいセ

毎週㊋
毎週㊍

7 ㊍

8 ㊎

11 ㊊
12 ㊋

13 ㊌
14 ㊍

　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
　栄養相談日・健康相談日
●母子相談室　
●1歳児集まれ教室（H27.4月生まれ）
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）
　
　三見ソナタ
　御許町健康教室
●3歳児健康診査
　小畑グッドヘルス
　越ケ浜グッドヘルス
　椿東健康づくり教室

毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

7 ㊍ 萩読書会 13:30〜 萩図書館

8 ㊎

明木図書館オープン式典 14:00〜 明木図書館
明木図書館開館記念展示
松林桂月写真展「ふるさとの風
景の中で」 〜5/31㊋

14:00〜 明木図書館

こどもの読書週間特別展示
「しかけ絵本展」 〜5/15㊐ 14:00〜 明木図書館

※写真展及び絵本展の開催時間に
ついては、9日以降９：00〜

9 ㊏ れんげの会「青空おはなし会」 10:30〜 須佐図書館
15㊎ ちっちゃなおはなし会 11:00〜 明木図書館

【休館日】 須佐図書館：4㊊、11㊊
   　　　明木図書館：1㊎〜7㊍、11㊊

3 ㊐
萩市長杯争奪市内高等学校硬式野球大会

8:30〜萩スタジアム

萩市長杯争奪バドミントン大会　9:00〜市民体育館

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週火曜日
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 14:30〜

2 ㊏ 春のおもてなし
（定員：50人、参加料：100円） 14:00〜15:30

9 ㊏ みんなでミュージック 13:30〜15:00
13㊌ ベビーマッサージ教室（定員：５組） 10:00〜11:30

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）

12㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

地域川上・旭
9:30 〜川上保セ

10:00 〜川上保セ
　川上運動教室
●乳幼児相談

11 ㊊
13 ㊌

放送日　毎週木曜日～翌週火曜日
▷萩ケーブルネットワーク（萩、須佐、田万川地域）
▷萩市総合情報施設（川上、むつみ、旭、福栄地域）

「萩あれこれ」番組内【121ch】木曜日：午後５時、９
時、金曜日：午前５時、９時、午後１時、土曜日：午後
11 時、日曜日：午後１時【122ch】日曜日：午後11
時、月曜日：午後1 時

「お知らせ」番組内【122ch】土曜日：午後６時、日曜
日：午前８時、月曜日：午後６時、８時、10 時、12 時、
火曜日：午前６時、８時、10 時、正午、午後２時、４時

ケーブルテレビ　萩市行政番組「マイ
たうん萩」の放送時間が変わります
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■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

3日㊐
10日㊐

［内科］
［内科］

弥富（弥富下）
須佐診療（須佐）

08387・8・2311
08387・6・2540

※阿北地区（萩地域以外）

24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

1 ㊎
○萩八景遊覧船「桜観賞コース」運航 〜10日 　　　　　　　　　（9:00〜/堀内・指月橋そば）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

2 ㊏
●青木周弼旧宅保存修理工事 竣工式 （11:00〜/青木周弼旧宅）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 藤原（土原） 22・0781

3 ㊐
●市役所の窓口開設 （8:30〜12:00/市役所本庁） 内科（外科）・歯科
○吉田松陰顕彰吟詠コンクール全国大会 （9:30〜/サンライフ萩）休日急患診療センター（椿）26・1397
●萩城下の古き雛たち「流し雛」 （10:00〜/旧湯川家屋敷周辺の藍場川）

4 ㊊
外科 田町（東田町） 24・1234
内科 波多野（堀内） 25・2788

5 ㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 大藤（椿） 21・0002

内科 柳井（橋本町） 22・0748

6 ㊌
○萩女流アート協会展 〜10日 （9:00〜/市民館小ホール）外科 かわかみ（椿東） 21･7538

内科 全真会（玉江浦） 22・4106

7 ㊍
○山口伝統工芸展 〜17日 （9:00〜/県立萩美術館・浦上記念館）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 萩慈生（玉江） 25・6622

8 ㊎

●各小・中学校入学式 外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
●行政相談　　　（9:00〜/福栄農業担い手育成センター、10:00〜/旭活性化センター）内科 山本（椿東） 26・0077
●人権相談 （10:00〜/旭活性化センター）小児科 いわたに（椿東） 24・2100
●消費生活無料法律相談会 （10:00〜/総合福祉センター）

9 ㊏
外科 都志見（江向） 22・2811
内科 市原（塩屋町） 22・0184

10㊐
○茜屋出雲流松喬会舞踊発表会 （13:30〜/市民館大ホール） 内科（外科）・歯科

休日急患診療センター（椿）26・1397

11㊊
外科 めづき（土原） 22・2248
内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

12㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/萩市社協田万川事務所）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
●人権・行政・公証相談 （10:00〜/市役所）内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

13㊌
外科 花宮（平安古町） 25・8738
内科 全真会（玉江浦） 22・4106

14㊍
●萩博物館「高杉晋作の恋文（ラブレター）」 〜5/8　　　　　　（9:00〜/萩博物館）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 波多野（堀内） 25・2788

15㊎
外科 田町（東田町） 24・1234
内科 みやうち（椿） 25・2500

16㊏
○祝・世界遺産「萩〜春風の茶花展」 〜17日　　　　　　（10:00〜/市民館小ホール）
○国際助産師の日 記念コンサート （13:30〜/萩看護学校）

17㊐
※小児科は、8日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時
　日曜・祝日の当番（休日急患診療センター）は、
　午前９時〜午後４時、午後５時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

１ →15日 日

月４
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お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※３月１日～３月15日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

hagi表紙 笠山の不思議はおまかせ！
越ヶ浜小児童が手作りガイド

　阿武川の分岐点に位置する川島は、中世以前から開墾
され、川

かわ

（河）島
しまのしょう

庄と呼ばれていました。1604 年、毛利氏
の萩城築城の際、指月山の麓にあった善

ぜんぷくじ

福寺が川島に移
築、武士も移住するようになり、町並みができ上がります。
　江戸時代、阿武川から取水し開削された藍

あいばがわ

場川は、農
業用水、生活用水など多目的に利用され、今日まで大切に
管理され環境が守られ、清らかに流れています。石積みの
護岸や石橋、ハトバ、旧湯川家屋敷をはじめとする池を構
えた旧宅が随所に残っており、周囲の木立と相まって、往
時の風景や暮らしを感じとることができます。山

やまがた

県有
ありとも

朋公
の誕生地や旧宅である汲

きゅうげつどう

月堂跡、桂太郎公が総理時代に
建て直した旧宅なども、藍場川沿いに今も佇んでいます。
　これら藍場川と川島の風景と歴史が、川島･藍場川地
区のおたからです。桜の季節を迎える萩の見どころの一つ、
橋本川・松本川沿いの土手の桜は、川島の屋敷や畑を囲
む生垣の緑とセットで、美しい景観を創り出します。「萩
城下の古き雛たち」の最終日、４月3日には藍場川で流
し雛も行われます。散策にもぴったりなこの時期に、川島・
藍場川地区をゆっくり歩いてみませんか。

守り！育
て！いかそう！

萩のおたから
⑫

◀川島土手の
桜と太鼓湾

川島・藍場川地区のおたから
人々の暮らしにとけこんだ

　　　　藍場川と川島の風景と歴史
（推薦者　萩まちじゅう博物館推進委員会藍場川部会）

　越ヶ浜小学校の４年生13 人が、萩ジオパーク構
想の見どころの一つ、笠山の「椿群生林」「明神池」

「風穴」「火山」「コウライタチバナ」「エビ池」について
グループに分かれて学習。成果を手作りのパンフレ
ットにまとめ、３月12 日、椿まつりの会場で観光客
に手渡しながら元気に説明しました。観光客からは、

「しっかり覚えていて、よく分かった」「連
れ ん り

理の椿のこ
とは初めて知ったので見てみたい」など好評でした。

▶藍場川のハトバ
で野菜を洗う風景
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